
苛
空
伊匂r
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高度情報化社会に対応するため,あらゆる分野で戦略

情報システムの構築が急がれている｡そこで,これを支

援するため,各業種別情報システム技術,サブシステム

技術およびハードウェア･ソフトウェアコンポーネント

を開発した｡特にオープン化に過したUNIX削)搭載の高

性能ワークステーション,OSF/1婆2)に準拠したスーパ

ーコンピュータ用オペレーティングシステムなどを提供

している｡さらに,AX仕様のパーソナルコンピュータ,

業界最軽量･最薄形のノート形ワードプロセッサなどを

製品化した｡

また,コンピュータ情報やハイビジョンなどの映像情

報の表示や再現に広く利用され始めた大形高精細映像シ

ステム,イメージ処理機能付きCD-ROMドライブなどを

開発した｡

公衆通信の分野では,ISDNの普及のための,または次

世代の広帯域ISDNのためのATM交換システム,大容量

伝送システムなど広範囲の新製品を日本電信電話株式会

社向けにあるいは独自に開発した｡

企業内通信用としては,コードレス内線電話対応の

PBX,ブック読み取り形のファクシミリ,卓上オールイ

ンワンタイプのカラー動画テレビ電話など多数の製品･

技術を開発した｡

※1)UNIX:UNIXオペレーティングシステムは,UNIXシステムラ

ボラトリーズ社が開発し,ライセンスしている｡

※2)OSF/1:OpenSoftwareFoundation,Inc.の商標である｡
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情報システム技術

製造業における戦略情報システム技術

製造業では,CIM実現や従来難しかった工程スケジュールの自動作

成の要請が強い｡そこで,機械製造業における生産管理システムのアプ

リケーションパッケージと工程スケジューリングシステムを開発した｡

機械製造業向け生産管理システム

機械製造業では,製品ライフサイクルの始期化,製品

仕様の多様化,生産ロットの小ロット化,短納期化など

の環境の変化に対し,経営者からは,

(1)タイムリーに経営情報が欲しい｡

(2)作った製品の憤価を把捉し7ごい｡

(3)販売,年産計画の誤りから仕掛り,在庫が多い｡

(4)受注から納入までのリードタイムを短縮したい｡

などの要求が聞かれる｡これらの要求にこたえるため,

生産管理のノウハウを盛り込み,しかも短期で開発運用

できる機械製造業における生産管理システムのアプリケ

ーションパッケージ"BISHELP-MA(BusinessSystem

Solutionof HyperEffectiveTooIs Package-Machin-

ery)''を開発した｡

BISHELP-MAは,

(1)受注から生産計画,購買,製造,出荷まで一貫して

サポートし,マーケッティング指向の-t場経営をサポー

トする｡

(2)大日程から小日程までの一貫した計画管理で,円滑

な生産を実現する｡

(3)タイムリーな情報活用により,適切な負荷管理と計

画調整を実現する｡

(4)製品組立と部品調達の同期化により,手配調達期間

情報の短縮を図り,在庫や仕掛りを縮減する｡

(5)最近の変種変量生産,短納期で仕様変更の多い機械

製造業の生産効率化と利益の確保を図る｡

などの特徴を持っている｡ビジネスソリューションを提

供し,基幹業務の開発とCIM(戦略情報システム)の構築

を強力に支援する｡

需要予測

見積り

出荷計画 組立計画

見込生産計画

受 注

顧 客

サーヒス情報

アフタ【サーヒス

出荷指示

〈本社営業サービス〉
匝司

〈工 場〉

荷

匝コ叶⊥-

購 入

生産指示

手配計画

材 料

加 工

▲---▼
′---ノ

慧]

BISHELP-MA全体概要

顧 客

注:一-=(物の涜れ)

一-(情報の凍れ)

製造業向けAl応用工程スケジューリングシステム

製造業では,多品種少量,ジャストインタイムなキミ産･

販売が進み,CIM化の要件として,きめ細かい計画を迅

速に立案することが求められている｡工程スケジューリ

ングシステムは,頻繁に変化するさまざまな制約条件を

考慮して個別に開発する必要があり,その生産性の向上

が望まれている｡そこで,専門家の計画立案プロセスを

導入し,計画条件を簡易言語で容易に記述できるAPI)

(Application Program Product)-HPGS/W(Hitachi

Flexible andIntelligent Planning Support System/

Workstation System)を用いて工程スケジューリング

システムを開発した｡

このシステムの特長は次のとおりである｡

(1)専門家の知識を,AIを応用した計画問題用の簡易言

語によって容易に取り込むことが可能｡

(2)基本的なユーザーインタフェースを提供し,計画表

示修正機能などのカスタマイズが容易である｡

(3)計両問題に特有な組み合わせ処三哩を効率的に実行で

きる｡

このシステムは,自動車,鉄鋼など製造業各分野のユ

ーザーで,計画担当者に代わって製品の生産作業を製造
装置に割り付ける_t程スケジューリングシステムとして

実用化され,生産管理システムと連携して様勤している｡

今後,より複雑な計画立案業務への適用が期待されてい

る｡

ホストコンピュータ

生産管王里システム

注文

データ

計画

結果

計
画
問
題
用

簡
易
言
語

知識
べ一ス

知
識
べ
-
ス
作
成
保
守
機
能

計画立案機能

データアクセス機能

計画

データ

計
画
表
示
修
正
機
能

ンヨシ

ク
ー

一
■
ア

ワ
ス

面

画画計案
立

工程スケジューリングシステムの概要
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情報システム技術

情
報

流通業における物流センタ情報システム技術

物流センタの在庫の適正化を推進し,作業効率向上

を支援するための物流センタ支援パッケージ"BI

SHELP-DSドを開発した｡

物流システムは単なる保管･配送だけでなく,商品の

生産と販売をつなぐ接点としての機能が必要となってい

る｡この実現にあたっては,物流を企業の経営戦略,す

なわちロジスティックスとして構築する必要がある｡

特に,物流センタは顧客ニーズを満足させるための前

線基地として,商品を効率よく,確実に顧客に届けるこ

とが重要な使命である｡これを支える物流センタ情報シ

ステムとして,物流センタでの作業効率および顧客サー

ビスの向上を目的に,企業でのロジスティックスの一翼

を担う物流センタ支援パッケージを開発した｡

このパッケージはVOS Kの下で稼動し,物流センタ単

独で使用できるほかに,本部ホストコンピュータとの連

携も可能な処理形態をとっている｡また,このパッケー

ジのマンマシンインタフェースとして,物流センタ内の

種々の作業に使用できる端末機(日立京葉エンジニアリ

ング株式会社製の入荷検品端末･出荷検品端末など)を開

発した｡これらの端末を作業環境に合わせてシステム運

用することにより,入荷･ピッキング･出荷などの作業

をリアルタイムに把握して,物流センタ内の在庫の適正

化や現場作業の管理精度の向上を図ることができる｡こ

のパッケージは物流センタを効率よく運用するために有

効な支援パッケージである｡

出荷検品端末を図1に,物流センタ支援パッケージを

利用した物流センタ情報システムの概要を図2に示す｡

主要機能は次のとおりである｡

+■r
鶴7

図l 出荷検品端末B32DX

(日立京葉エンジニアリング株式会社製)

地軸

(1)入荷機能

入荷予定データに基づいて入庫指図書を作成し,物流

センタ間移動データについては移入指図書を作成する｡

両指図書には,商品を棚入するロケーション棚番号が指

定されており,入荷作業時の効率向上を図る｡なお検品

については,バーコード入力による検品も支援してお

り,確実な単品在庫管理を実現する｡さらに,返品入庫

された商品は入荷検品後に入荷指図情報が作成され,指

定ロケーション棚に商品を入庫する｡

(2)出荷機能

出荷指図データに基づいて出庫指図書,移動指示書,

作業指示書,出荷総括表を作成する｡出庫指図書にはピ

ッキングすべき商品のロケーション棚番号(ばら,ケース

別)が指定されており,出荷作業時の効率向上を図る｡作

業指示書は,ピッキング作業後の値札発行などの流通加

工指示を行うものである｡物流センタの各階ごとの作業

負荷状況は出荷総括表で把握でき,作業者の適正な配置

も可能となる｡さらに,検品の確定した出荷データに基

づいて納入先指定の値札,納品書や送り状を作成する｡

(3)照合機能

作業工程別に作業の進捗(ちょく)状況が把握できる｡

入荷処理の｢入庫検品完+,｢入荷確認完+,および出荷処

理の｢出庫指図書出力完+,｢出庫検品中+,｢出庫検品完+,

｢出荷確認完+などの物流センタの作業進捗状況が照会で

き,物流センタ内の作業レベルの平滑化が可能となる｡

物流センタ情報システム

本

部

本部

l
■
-
■
-
-
■
■
■
●
■
■
-
-
一
■
■
●
●
■
■
■
+

出庫指回古格

画計能両横出

L
ヒ
ヒ

鵬朗

棚台帳

入庫指図台帳

棚台帳

返品棚入台帳

出荷検品台帳

入荷機能

入荷予定台帳

入庫実績台帳

返品那巨

出荷機能

帳
ムロ{足

予-河山山 車両台帳 配 車
車台帳

図2 物流センタの情報システムの機能

出荷実績台帳

納品書台帳

本

部

本

部

配 送

(業者)

得

意

先

配

送

先

16



情報システム技術

金融機関総合情報系システム技術

金融業界では金利をはじめとする自由化のいっそうの進展への対応

として,経営戦略の立案とその展開を実現する戦略情報システムの確

立ガ必須(す)となっている｡日立製作所は金融機関総合情報系システ

ム``PP-21”などの総合的な技術でシステム構築を支援している｡

近年,金融機関を取り巻〈環境は,自由化や国際化の

進腿と相まって厳しい状況にある｡このため,金融業界

では,金融新時代に対応できる情報系システムの構築が

緊急課題となっている｡

このような環境‾Fにあって,第3次オンラインシステ

ムを高度にi占鞘するために,情報系システムでは,経常

トップの意思決定文援に有効に括汀け'きる機能の導入が

必要になってきている｡金融機関経常の課題を叫備にし,

揃l呼にALM(資産負債総合管増)や収益管椎の充実と†ナ

わせて,勘定系で収集された最新の顧客情報やマーケテ

イング情報を,直ちに営業肪へ提供できる機能などが強

く求められている｡

金融機関向け総合情報系システムPP--21(Ⅰ)rofit Plan-

ni11g Support System-21st Century)は,情報システム

統合計痢技法であるHIPLAN(HitachiIlltegrated

Pla11ning Procedure forIllわrmation Systems)との連

携により,次期令融機関向けコンピュータシステムのコ

ンセプトCIB(ComputerIlltegrated Banking)に巷づ

き,勘左系システムと有機的に統合した食敵機問の本部,

および常業店の情報系システムをサポートするトータル

パッケージである｡PI〕-21は,HIPLANで分析･整理し

た金融機関経常のニーズやl川越一たを踏まえて,金融機関

の戦略情報システムを短期間で構築することを†1指Lて

いる｡

上)1〕-21は,次の三つのサブシステムから構成され,ユー

ザーが必要とする機能から段階的に導人できる｡

(1)戦略的経営管稚の各業務での意思決定を支援する

｢本部情事Ii系DP-21+

(2)戦略的マーケテイングコンセプトに基づく′ぎキ業柄i‾.キ

軌を支援する｢常業店情封i系AP-21+

(3)ⅩDMによる基幹･H的別データベース構築を支援

する｢データ管理系DM-21+

PI)-21は,これまでの情事Ii系パッケージ開発で蓄積し

たシステムテクノロジーと令融テクノロジーを融合し,

VOS3/AS,ESl環境‾F(HITAC M¶880/68X/66Ⅹ/64Ⅹ

シリーズなど)で,クリエイティブワークステーション

2050/32E,205()/32(オペレーティングシステムHトUX/

W)と連軌して桜耕する｡

1)1)-21の桜丘は次のとおりである｡

(1)最新プログラムプロダクトであるIlOAPSEIくV,

ⅩDM,EXCEED2,EXCEED2/HによってシステムOA

環境での垂直･水一平分散処二哩システムを実現している｡

(2)最新の令融テクノロジーを実糊化し,ALMや総†ナ経

常管j型支援などの機能を実現している｡

(3)エンドユーザーコンピューティング支援をねらいと

して,ワークステーションでのデータベース検索,デー

タ上肌二Lグラフ作成および帳票Jh力を,｢Ill軌カタログ機

能+によるプログラムレス化とマウスを中心とL7ご対話

形式によって操作を容妨にしている｡

金融機関総合情報系システムPP-21

本恵山

工ントユーサー

営業店爪

菅f聖者一担当者

顧筈

勘定系ホスト 情報系ホスト Il本部WS
業務処理
システム

】星ほ毛∵ステム

l外為システムl

l喜正孝システム

データ管理系システムDM-21

･iム輔キ豊松いB】1甜j礼帽

き郡

目的対■jP白

･実鴇琶,1聖
･J引武川丁益
･ALM

基幹DB

営業店

本部情報系システム
DP-21

l簑を石弓ミ1王苧l

l悼価･収益首王里l｡〟カル
l貞啓一負島松含管理IDB

l糸き含絹常帝王学l

l

l営業店W;

/

ティレードシステム

】崇崇一〉

l

バ･ソチ

更新
システム

l日次l

】月次l

営業店情報系システム
AP-21

l営支店き絹1支揺l

l営業店言十致管f里l

〔融資業務支援〕

聯攻l
目的別-〕臼

･計数管l甲

･マーケチヤンク情繁

マーケテイング情篭引まローカル

｢店頭業務支}孟)DB

〔情報サーヒス)

l

業務処理系データ管理システム

ハ･′ナシステム】
外部情報センタ

PP-21の概要
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情報システム技術

情
報

保険業における災害発生時対応のリモートセンタシステム技術

一日産火災海上保険株式会社-

日産火災海上保険株式会社は柑91年9月に仙台コン

ピュータセンタでの本番業務運用を開始した｡このシス

テムは,損害保険業界初の試みとして東京コンピュータ

センタから仙台コンピュータセンタを遠隔操作･監視に

よって運用するリモートセンタシステムである｡

日産火災海上保険株式会社は,仙台センタで本番業務

を,東京センタで開発業務を運用する2センタ運用を開

始した｡リモートセンタシステムでは,東京センタと仙

台センタの一体化運用,災害発生時の対応を考慮し各種

運用を実現している｡

概要は次のとおりである｡

(1)本番業務の遠隔自動運卒去の実現

仙台センタは,自動化運用支援ソフトウェアである

HOPSS3(HitachiOperation Support System 3),

ADM/AOF(Adaptable Data Manager/Automated

Operator Facility)を使用し,本番処理の自動化を図っ

ている｡東京～仙台間のデータ相互伝送と,HOPSS3と

の連動については,遠隔運用支援システムにて実現した｡

また,仙台センタを監視･操作するため,リモートコ

ンソールとリモートプリンタを束京センタに設置した｡

これにより,2センタを一元管理する遠隔統合運用を実

現した｡

(2)大量データ伝送システムの実現

2センタ運用を実現するためには,センタ間での大量

データの相互交換処理を迅速に効率よく処理することが

必要不可欠である｡このシステムでは,3Mビット/sの高

速ディジタル回線(SD回線)を活用し,納品データ伝送,

帳票データ伝送用にホスト間相互通信システム,ジョブ

伝送,運用監視データ用にH-6655形高速通‾信制御装置を

採用した｡

(3)災害発生時への対応

東京コンピュータセンタ

仙台センタには,HITAC M-880/220CPUを導入して

完全セパレート運用を実施し,2CPUの相克バックアッ

プをできるようにした｡東京～仙台センタ間を直結した

SD回線障害の対策として,衛星回線をバックアップ同線

として抹用した｡

ま7こ,センタ間データ通信が不通となった場合に備え,

各センタは遠隔運用支援システムの一機能として単独運

用が行えるよう配慮されている｡さらに安全性確保のた

め,仙台センタの建屋は地震対策として免震構造設計と

なっている｡

(4)マルチメディア伝送システムの実現

束京～仙台開基幹回線(SD回線,衛星凹線)には,マル

チメディア多重化装置を採用し,データ伝送のほか,テ

レビ会議,内線電話,相手センタ内への一斉放送を統合

L,回線コストの低減を図っている｡

(5)遠隔運用支援システム(愛称:仙太郎)の概要

遠隔運用支援システムは,2センタの一体化運用を実

現するために開発したシステムである｡また,各センタ

に処理業務が分散された後も,ユーザーが1センタ運用

に近い形態で業務が行えることを考慮している｡主要な

機能は,(a)外部委託会社から東京センタに納品されたデ

ータを,仙台センタに伝送する納品データ伝送,(b)本番

データを使用する臨時ジョブを東京センタで登録し,仙

台センタで実行する緊急依頼,(c)仙台センタで出力した

帳票の事後処理開始から発送までを,東京センタから監

視する帳票事後発送監視,(d)両センタで使用する磁気媒

体の入出庫,発送,返却などを東京センタから管理する

磁気記憶媒体管理,(e)東京センタで開発が完了したプロ

グラムを,仙台センタのライブラリに登録する本番登録,

(f)仙台センタのシステム稼動状況を東京センタの運用

管理端末に表示する運用監視,である｡

現在,本システムは円滑に稼軌中であるが,次段階で

はセンタ相互バックアップシステムを計画している｡

/〃一子慧トや＼(768kヒ･ソト/s)
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証券流通市場の中枢を担う証券保管振替システム技術

HITAC M-66ロKなどのHITAC製品を活用した

証券保管振替システムが稼動した｡金融市場での証券

流通の円滑化を実現するものとして期待されている｡

証券会社および銀行などの金融機関での株券などの保

管および受け渡し業務を抜本的に合理化し,証券流通を

円滑化する目的で,証券保管振替システムを開発し,1991

年10月に稼動した｡

このシステムにより,売買取引および担保耳丈引に伴う

株券などの,金融機関の間での受け渡しがコンピュータ

化されることになる｡

このシステムで扱う株券などは,株主の同意を得た_L

で,参加者(証券会社,銀行など)から,財団法人証券保

管振替機構に預託される｡それ以降の売買取引および担

保取引に伴う受け渡しは,参加者間の口座振替として,

このシステムで処理される｡また,株主としての権利行

使は,株券の名義書き換えを必要としない実質株主通知

を行うことで,従来どおり保障される｡

(2)ワークステーション2050の活用

ワークステーションをオンライン端末に活用した｡

特にホスト～ワークステーション直結形態でのOSI接

続およびワークステーション内OA関連ソフトとオンラ

インの連動による分散業務形態が,このシステムの特長

である｡

(3)拡張性を考慮したOSI接続

将来の参加者システムとのリアルタイム拍二結および海

外接続をも考慮し,OSI(FTAMおよびUA)を採用した｡

このシステムは,東京証券取引所50銘柄からスタート

し,1992年10月には,各地取引所および店頭銘柄まで取

り扱い範囲を拡大する｡将来は,株券流通が完全に電子

化され,株券そのものを不要とする｢ペーパーレス証券

.取引+の時代を迎えることも想定される｡このシステム
は,今後の証券流通の中枢的役割を果たすものとして期

待されている｡

J臼"･∫‾て‾‾▼【て野望野
野望 発送_ 濁

このシステムの技術的な特長は次のとおりである｡ 一 頭

(1)高信輔度設計
･転

ホットスタンバイ,ディスクニ重吉きなど,実績のあ
′∫吏′頭.竹‾

る高信頼度設計技術を駆使し,公共件の高い役割を果た

すことができるシステムを実現した｡

J石垣馳. ¢
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情
報

官公庁および関係機関における気象情報システム技術

気象庁は気象情報システムの構築を進め,世界寅高レベル

の数値予報を実施し,解析結果を日本全国の気象官署で処理

したり,高度に利用することができるようになった｡

妄も象けでは1牛巾1【Jも休みなく大気一絹主菜稚が行わ

れている｡われわれに品も身近な情報サービスであるちも

象什の基幹業務の小核となるのが気象情報システムであ

る｡気象情報システムは図1に示すように,気象資料総

fナ処理システムCOSMETS(Comptlter System for

MeteorologicalServices)を頂点とし,[1本州勺六つの

管1ヰ気象台などに設置されたL-ADESS(Local-AtltO-

matedDataEditingandSwitchilュgSystem)から構成さ

れる広域ネットワークシステムである｡このシステムは

スーパーコンピュークⅠⅠIl､AC S-81n/20K,超人形汎

(はん)別コンピュータHITAC M-680Hをはじめとし

て,エンジニアリングワークステーション2050Gおよび

E-7300などで構成Lている｡

11束製作所はCOSMETSの心臓部である数値解析子

報システムNAPS(NunlericalAnalysisandPrediction

System)および口本全凶の気象官常に設置されるL-

ADESS端末システムの開発を行った｡

〔】(〕S｢Jl巨TS

NAPS

H一丁AC

M-680H

HITAC

S-810′/`20K

海外気象機関

AMし､DAS

東京+-ADESS

/

/

E-7700

講末システム

図1

C-AD巨SS

札幌+-ADESS
=て1

J

中枢システム

端末

し⊆
ステム

+
気象情報システム概念図

数値予報業務

垂]
データ彬技

l

一｢訂i㌻妄言▼､

lt▲トら≠ンンでトむ･･!･う

‾‾て二二‾‾‾攣
月り1ヲせ

一_-■r〉･→

卜 ･･･一､ 一サ

●

図2 数値予幸艮業務の流れ

沖韓+-ADESS

/F ==ヽ

中枢システム

端末
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事

折

+
｢

l

ヒ車

本庁

管区

気象台

地方

官署
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l乎策■送侶朋

率可冒=三ニI

j蓮■れ壬･諸点･MO∃･

軸GPVy一旬

気象情報システムの構築によって気象情報の質的Ih=二

を実現するとともに,情報の提供形態および利用方法が

一新され,気象業務の形態を人きく変えた｡また,防災,

産業,交通など社会の各方面で気象情報の重要性はます

ます噌人し,気象庁外への情報提供手段の整備も子テわれ,

いっそうの有効利用が期待されている｡

妄も象情報システムの特長は以下のとおりである｡

(1)スーパーコンピュータによる数値‾jl幸Ii

数伯‾j㌧粘は人;し‾戸報の基礎であり,観測データを基に

数値シミュレーションを行い,未来の乞も象状態を予測す

る｡HITAC S-810/20Kで超‾高速処理することにより,

枇舛最高レベルの‾チ報精度と予報期間を実現した｡

(2)子細業務の高度化の実現

気象情報の大量･高速伝送の実現,地ノノ官署へのエン

ジニアリングワークステーション2050Gの導入により,

地方′lて署での各柁気象情報の処理が可能となった｡特に,

数値予報や降水短時臥予想結果の動画表ホ,マルチウイ

ンドウ機能を利用した関連情報の同時表ホによる大気一戸

報電文の作成など,マンマシンインタフェースを大幅に

向_上させた｡

(3)高信栃性システム

気象情報システムは24時間連続運転される｡このため,

NAl〕SではHITAC S-810/20KおよびHITAC M-680H

間の印‾/Jニバックアップ,磁気ディスク装置,業務ファイル

の二番化などによって,単一障害時でも運用続そ‾fができ

るシステムとした｡また,L-ADESS端末システムでは,

二のシステム向けに新規開発したシステム管坤機能によ

り.24時間連続運転に耐えられる高信相性を実現した｡

(4)運朋効率の向卜

L-AI)ESS端末システムは,スケジュールテーブルに

あらかじめ常緑された時刻への到達および特定電文の受

仁;を契機とLて,対応する業務を自動起赦する機能をサ

ポートした｡これにより,観測通草はの編集･発信,各椎

大気l父卜帳票のJlリコが自動化され,運用効率のIrり上が図

られた｡

図3 L-ADESS端末システム(2050G)
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電力業における営業情報システム技術

一乗京電力株式会社-

東京電力株式会社は,営業料金システムを改定する

にあたり,今後の技術動向を踏まえOSlを採用するとと

もに,各営業所,支社など各層にワークステーションや

分散機を配置した自律分散指向のシステムを開発した｡

システムは,電妄もの仮称j-IL込みから,検針,

料金計算,料金の支払いに干るIl常のサービスi■I軌を‾支

援するシステムである｡束東電ノJ株式会社では21枇紀に

Irりけて単なる再開発ではなく,｢新しいサービスの創造+

を11指してシステムを改定することにした｡新規システ

ムの開発にあたっては次を臼標とL7ご｡

(1)絃新のコンピュータ技術を利川し,各稗機器柵互の

接続が容易なシステムを構築する｡

(2)オンラインのレスポンスを向_卜させると同時に,人

量データを効率よくバッチ処理できるようにする｡

(3)恭幹系システムの基盤幣備を通じ,情報系システム

などこ将来の変化に迅速･柔軟に対応できるようにする｡

オンラインおよびデータベース処群を｢1_屯機で行うこ

ととし,関連符メーカーと連携をとりながら開発を進め

てきた｡

今Ilりのシステムの特徴は次のとおi)である｡

(1)わが凶電力業界最人の軒数を持つ顧客データベース

を,10拠一亡.(から成る大槻校水平分散システムとして

ⅩDMを朋いて完成させた｡

(2)ホスト計算機(HITAC M-66()/M-680),ターミナ

ルプロセッサ(分散機M163()),ワークステーション

(2050/32E)と外層にインテリジュンシーを持たせて垂

拍二分散を図り,今後のシステム拡充への基盤整備をした｡

(3)通信基盤,物理細にパケット交換〟式を用い,手順

にOSIを採用することで契機柱間接続を容易化するとと

もに,オンラインf叶向左義をワークステーションヘ分散

配置(OSAS/UA,Ⅹ几†AP2/ⅩPを利一l-J)することで,油fJ

卜の物稚データの削減をIズ】i),オンライン応芥怖けりの人

帖な触縮を′大串止した｡

ト1)紋付l勺なシステム開プ芭支援システム(r)OA:データ

小心アプローチ,EAGLE/SElVBなどの子音ム ツールを

利川)を閃光L､菜摘システム開発の_‾l二紋別減･ん＼矧rり卜

を実現Lた｡

(5)1()拠点,140営業仲から成るコンピュータ ネットワ

ーク システムの運転･遵J‾rJO)吊ノJ化を【ズlるため,一･か巾

で集[い的に監視･制御(CSC,AOMI)LUS,HOPSS3,

NETMなどを利円)できるわがい三1ム主人絨のシステムを附

プ己した｡

((;)ターミナルプロセッサ(M-6二う()が約15()缶),ワークス

テーション(2()50が約2,500台)を対象としたアプリケー

ションソフトウェアのメンテナンスの祈ノJ化,-1J,官′ほ緑ト

のために,一か所から一斉に配伽･管巧ける‾方式とした｡

など,大規模なシステムの巾構築にあたり行椎の新技術,

くふうを馴使Lた｡

このシステムの導入にあたっては,1991牛11jから約

10か川王弓1の｢試験実施+を行った｡それを踏まえ1991年

11H,1992年1†Jと2川のな引凋で全杭桜如を達成した｡

このシステムの稼動の結果,オンライン応答時例の人

帖な削減,摸一‾～:･マルチウインドウ化による州巾けりJ怖

幸Iiの充実など,窓1_J･電,i別』対1梓のサービスのl;り卜およ

びコンピュータ運川の省力化等の効果が得られた｡/卜後

さらに汎(はん)用ソフトなどを活用して,店所独l′1のiでJ;

度なデータ利用など本格的なシステム浦川を進めていく

P註であり,よりいっそうのお客さまへのサービス】rり_卜

が期待されている｡
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育
最

鉄道業における運行管理支援情報システム技術

列車運行管理関連業務の支援システムとして,Al技術,

lSDN(lnteg｢ated Services Digitat Network)

などを活用したダイヤグラム作成支援,車両入れ換え計画作成

支援などのシステム製品を開発し納入した｡

ダイヤ作成支援システム

交通業界では,近年のエキスパート不足に備えてダイ

ヤグラム(以下,ダイヤと略す｡)作成支援作業のシステム

化が急務となっている｡そこで列車ダイヤ作成支援シス

テムを開発した｡このシステムは線路形態(単線,複線,

複々線ほか)および列車の種類が多く,袴雉な待避判断ア

ルゴリズムが要求されるJRグループの列車ダイヤに適

用できる｡

_モな機能は次のとおりである｡
(1)白紙ダイヤ改正を効率よく行うための部分ダイヤ作

成,管三哩機能

(2)現行ダイヤをベースとしたダイヤ改正を効率よく行

うための各棟ダイヤ操作機能(具体的には,ダイヤすじ作

成･移動･つなぎ機能,時隔･番線存在･番線競合など

各種チェック機能,自動待避判断,設備変哀三シミュレー

ション機能など)

(3)作成したダイヤ上でのトレインアワー,ロスタイム

など各種評価データ作成機能

(4)すじイメージのダイヤ凶出力機能

(5)線区時刻表,駅単位時刻表出力機能

ダイヤ表示画面例

入換計画作成システム

東日本旅客鉄道株式会社では,運転区所の構内人換計

向は,車両が持つ条件(検査,清掃,組み替えなど)と,

構内の番線群に備わっている設備の条什などを考慮して

ベテランの計画担当者によって手作業で作成していた｡

今1ロ】,これらの人換にかかわる諸条件を基に,AIによ

る入換計両作成システムを開プ芭した｡

主な機能は次のとおりである｡

(1)車両が持つ条件を満足する作業番線のルールによる

自動選択･決誌

(2)作業待ち時などに発生する転線計画の決定

(3)最適な番線が決定できない場合のバックトラックの

実行

(4)入操作業計画表の作成

(5)車両の在線状況表示

なお,将来的には,運転士1人で入操作業が可能とな

るように,当システムの深度化を図るとともに運転十の

トリガーに基づき,自動進路制御が可能なシステムを開

発する予定である｡

乙とj.㌔

在線状況表示画面例

車両管理システム

東日本旅客鉄道株式会社には,車両の検査･修繕(ぜん)

を行う工場と運転区所があり,車両に関する管理情事馴ま

⊥場と区所で個々に管理していた｡このため,情報入力･

保管の二重化,他部署の情報活用が不十分,手作業によ

る情報集計･編集が多い,などの問題があった｡

そこで,これらの管理情報のデータベース化を図り,

二1二場,運転区所および本社･支社をISDNの回線交換によ

って接続し,情報を自由に検索･加_tすることが可能な
車両管理システムを開発した｡

これにより,

(1)工場および運転区所間の情報(車両履1索,装備･検

査･故障履!褒)の共有化

(2)申両検査計画作成業務の効率化

(3)車両使用管理業務の効率化

(4)申両配置計画,機器の改善,車両新造計画,修繕費

分析への利月-】拡大が可能となった｡

車両管理ホスト

HITAC M-660/120E

VOS3/AS

lSDN-C

HITAC L-750

本社･支社×10

川TAC+一780

または

HITAC L-770

パーソナル

コンピュータ
B-32

×5､10

/(-ソナル
コンピュータ

B-16

工場×6

車両管王里システムの全体構成

区所

オフィス

コンピュータ

区所×47
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情報システム技術

医療機関におけるトータル情報システム技術

病院での周囲環境は年々厳しさを増しており,患者サ

ービスの向上と病院業務の効率化を目指した病院情報

トータルシステムの確立が急務となっている｡

日立製作所は分散形医療情報システム``H‖+OPS-

D''で病院情報トータルシステム構築を支援している｡

増大する情報量に対応する

分散形医療情報システム

病院にコンピュータによる情報処理の導入が始まった

のは1970年代になってからである｡当時のシステム化の対

象は窓口での点数計算(会計)とレセプトの作成であった｡

その後,わが国での病院情報システムのコンピュータ

利用は,保険制度の中での医事会計l-】‾1心に展開され,主

に合理化の道具としての範囲に限られていた｡

この20年間に,システムは着実にトータル化への道を

歩み続けたが,近年になりシステムの高度利用が活発化

し,オーダシステムに代表されるような高度化されたト

ータルシステムの実用化時期に入っている｡

つまり,合理化の道具としての位置づけから,患者サ

ービスの向上や診療･看護支援,あるいは病院業務の効

率化といった観点でのコンピュータ導入が図られるよう

になってきている｡

オーダシステムとは,診療の場で発生する医師の診療

指示(オーダ)を起点として,院内の各システムを有機的に

連動させるという発想で作られたトータルシステムであ

る｡情報を発生源でとらえ関連部署へ迅速かつ止確に伝

達することができるため,待ち時間の削減など患者サー

ビスの向上と伝票にかかわる事務作業の軽減が図られる｡

また,高度な診療情報のデータベースー元管理とその

有効活用が行えるようになり,患者の既往歴や薬歴,検

査糸吉果などによる治療計画立案といった多くの診療支援

に括梢できる｡

病院情報システムのトータル化は,業務の対象範囲や

規模を拡大し,コンピュータで取り扱う情報量を飛躍的

に増大させた｡

これに対応するために,高機能化されたワークステー

ションに機能分散させた分散形医療情報システム

HIHOPS-D(HitachiHospitalSystem-Distribution)を

開発した｡

HIHOI)S-Dは,オーダシステムを中心とした診療支援

システム,窓口合計やレセプト処理などから成る医療事

務システムや薬品在庫管理システムなど,その他サブシ

ステムで構成し,病院ごとにさまざまなアプローチで構

築される病院情報トータルシステムに柔軟に対応するた

めに開発されたアプリケーションパッケージである｡

主な特徴は次のとおりである｡

(1)診療支援システムや病院管理システムをカバーLた

柄院情報トータルシステムである｡

(2)ホストコンピュータとワークステーションの連携に

よる分散処理システムの採用により,システムの導入や

拡張が容易であり,病院ごとの連用形態に合わせた柔軟

性の高いシステムが構築できる｡

(3)分散処理システムのため,ホストコンピュータ負荷

を軽減し安定した端末応答時間を確保できる｡

(4)ホストコンピュータの停止した休日や夜間などでも

快事部門の窓【+会計,栄養部門の食札,配膳(ぜん)表の

作成など柔軟性の高い病院運用が行える｡

ネットワーク

患者登錯

窓口会計

レセプト作成

統計作成

医療事務

システム

医療情報

統合テ一夕

ベース

タオ【ダ

システム

関連サブシステム

給
食
管
理
シ

ス
テ
ム

薬
品
在
庫管

理

シ

ス

テ
ム

病
歴
小
官
理

シ

ス
テ
ム

ベ

ッ
ト
管
理
シ
ス
テ
ム

財
務
会
計
シ

ス
テ
ム

健

診

シ

ス

テ

ム

統
計
管
理
シ

ス
テ
ム

臨
-
休
検
査
シ

ス
テ
ム

診療オーダ業務

看 護 業 務

部門別業務

予 約 業 務

診療支援業務

ファイル保守業務

処方オーダなど

指示･看護ワークシート作成など

検査部門業務など

放射線予約など

処方歴参照など

薬品マスタ保守など

分散形医療情報システムHHOPS-Dの全体構成
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情報システム技術

情
粗

自動車工業における戦略情報システム技術

自動車業界は,顧客サービス向上のため納期の短縮化を推

進しており,より円滑な情報連携を必要としている｡

日立製作所はトータル技術で自動車工業の戦略システムの

構築を支援している｡

情報の円滑化を図る生産･販売続合システム

自助申業舛で,ヰの納中略期を叩碓にし触結するには,

′受注から/l三産→輸送→納車までの流れを中1≠iごとに-･

ノ亡管理するfh立･販売の統合システムが必繋である｡そ

のためには,符工程で発′t三する状況の変化を管理システ

ムに即時収集したり,後t程のシステムヘ関連情報を配

付したりしなければならない｡しかし,′卜産,輸送など

行サブシステムは,独｢Ⅰシステムとして個々にr判発され

てきており,-一一フ亡管坤を一夫脱するためには各サブシステ

ムの有機的結合が必安となってくる｡そこで,システム

例の情幸Ii連携の円滑化を陛Jるためにデータ集配信システ

ムとメールシステムを開発した｡

牛産･販売システムのlノ+容は次のとおりである｡

(1)データ集配信システムは,HITAC Mシリーズ間で

データを任意の間隔で収集,配布するシステムであり,

行ホストからのステータス情事はの収集や関連ホストヘの

情報配イIiを寺山､,データ連係の日勤化を1長堀している｡

(2)メールシステムは,1ⅠIl､AC Mシリーズとワークス

テーション205()/32および2050/32問でデータを簡単な操

作で一受け漉しできるシステムであり,ホストとワークス

テーションのジョブ連係,ホスト処理結果の配和の日勤

化を実現している｡

チl三産･敗売システムは,‖産R軌中株式会社で1991年

8†]から桜軌Lている｡

障害発生時に迅速に対応する集中監視システム

/卜産･収売統合システムのように】二場事業所I桔】のシス

テム連携が強まると,1か所の障害が多ノJ向に波及する

ため,障官の･半期発見と上り_J復が必要とされる｡しかし,

障害対応の技術力を待った人材の分散配置が凶難なの

で,NETM(I11tegrated Network Managemellt Sys-

telTl)を用いて大形プロジェクタで作三産･販売の各サブシ

ステムを1か所に監視し,障害発生時には迅速に対応が

とれるように集中監視システムを開発し7ご｡

集lい監視システムのl勺容は次のとおりである｡

(1)ネットワーク系の監視:NETM/HII〕Aによる私設

パケット綱の監視,NETM/AGTによるホスト接続通信

機器の監視

(2)アプリケーションプログラムの監視:NETM/OPに

よるジョブの開始･終r･異常終了･開始時間遅延の監視

(3)LAN監視:LANの品質監視,_丁場内ワークステー

ション2050のプロセス監視､プログラム配布

集中監視システムは日産日動車株式会社で1991年8月

から,また,販売会社でも何様なシステムが｢ii1年5JJか

ら桜如している｡

検索時間を短縮した部品番号自動検索システム

自動車の整備や修理に必要な補修用部占占を入手するた

めには,マイクロフィッシュを媒体とする部.甘∫カタログ

を使って部品番号を検索してきたが,Fj軌ヰの部.訂,点数

は1串当たり1‾月数丁一点にも達している｡こうした部品

番一Tj一の検索に必要な部品情報とイラスト【安価をCD-ROM

に一元化し,部品販売会社に設置Lたワークステーション

2020およびディーラー,部品商に設置したパーソナルコ

ンピュータB-16EXⅡを使って容易に検索できるように

したものが,部品番号自動検索システムである｡

このシステムによって部ん-,番号検索時間を60秒から20

秒へ知韻宿でき7ご_L,CD-ROMディスク1枚に150九点ま

での部占山背報を収録できるため,鼓新データのCD-ROM

l枚の管理7ごけで対応できるようになった｡

酎-如1鎚1槌1縄1繭

＋血空T

ワークステーショ
2050

ワ【クステーション
2050

ワークステーション
2050

ワークステーション
2050

ワ【クステーション
2050

ワークステーショ
2050

2050

ワ【クステーション

2050

員虎売会社ホスト

日立製作汎 他社

約200社

生産工場ホスト
HlTAC Mシリース

(VOS3)

輸送会社ホスト
H】TAC Mシリーズ

(VOS3)

販売会社ホスト

VAN会社ホスト

HITAC Mシリーズ

(VOS3)

大形プロジェクタ

集中監視ホスト

H卜TACMシリーズ

(VOS3)

集中監視ルーム

生販統合ホスト

HITAC Mシリース

(VOS3)

一元化DB

受注情報

生産情報
輸送情報

納整情報

システム概要
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情報システム技術

日本電信電話株式会社における交換機保守支援情報システム技術

日本電信電話株式会社(以下,NTTと言う｡)では,高度情

報化の進展に伴い通信網の信頼性向上故障の早期復旧など,

より安定した品質のサービスを求めている｡

この要請にこたえて,通信網の中枢ともいうべき交換機保守

業務を,効率的に行うための交換機保守支援システムEOSを

NTTと共同で開発した｡

NTTでは,交換機総合保守の機能高度化の一環とし

て,これまでに交換機保守集約装置として電子形交換機

を集約するSTTF(Supervisory and Test Transfer

Frame:監視試験情報転送装置架)とISDN形交換機を

集約するSTM(SupervisoryandTestModule:監視試

験モジュール)を開発してきた｡

しかし,これまでの交換機保守集約装置は,各装置対

応にそれぞれ開発されてきたため,同じ目的の作業でも

装置によって手順や方法が異なったものとなっていた｡

このような状況から,交換機保守業務の効率化･省力

化を図り,より広域できめ細かく統合的に保守運用を行

うEOS※)(Electronic Switching System Operations

System:交換機保守支援システム)をNTTと共同で開

発した｡

ワークステーション

設備部門

ワ【ク

ステーション

E∃

顧客サービス部門

ワーク

ステーション

顧客サービス部門

パケット網

STM

】SDN形交換枚

STTF

アナログ･

ディジタル形
交換機

ワークステーション

回線サービス那ヨ

EOS

DIPS装置

STTF

アナロク∴

ディジタル形
交換機

EOSのネットワーク構成

EOSの特徴は次のとおりである｡

(1)交換機総合保守標準プロトコルに適応したオープン

指向

NTTの汎(はん)用コンピュータであるDIPS装置を,

初めて交換機総合保守標準プロトコルに適応した｡これ

により,交換機種を意識することなくシステムを構築す

ることができ,また,業務量や交換機集約規模に応じた

機種を,プログラムの改造なしに選択することもできる

ようになった｡

(2)エリアフリー

業務量に応じた台数のEOS用のワークステーション

を,複数のオペレーションルームおよびお客さま窓口に

設置することができる｡

(3)コマンドフリー

マウスなどを使って,作業内容を選択することによっ

て作業が進められるため,交換機のコマンドを知らなく

ても,簡単かつ迅速に作業することができる｡

(4)自動定期試験結果の自動分析

毎朝,タイプアウトメッセージの【Pカ】ら探し出して確

認判定していた交換機の自動定期試験結果は,EOSのデ

ータベースに自動的に登録され,結果に異常がある場合

は保守者に通知される｡

(5)パッチ転送および投入作業の自動化

パッチ供給部門に設置されるパッチ転送装置から転送

されてくるパッチデータをEOSが受信すると,データベ

ースに登録するとともにオペレーターに通知する｡また,

受信されたパッチデータは,オペレーターの指示によっ

て自動的に交換機へ投入される｡

パッチ自動投入画面

(6)メッセージ受信

交換機からの情報は,ワークステーションに表示され

るとともに,EOSのデータベースにも管録される｡この

結果,必要に応じて自由に検索したり,統計処理を行う

ことができる｡

(7)保守支援機能の強化

EOSと連動して交換機保守エキスパートシステムで

は,緊急故障時の措置手順カす表示される｡

※)EOSは,NTTの交換機保守支援システムの名称である｡
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サブシステム技術

攣
屯

ソフトウェア開発,設計支援

大規模化,複雑化するシステムやソフトウェアの開

発,設計を効率よく行うために開発,設計支援システム

を開発した｡

銀行における基幹業務ソフトウェアの

開発支援システム

金融を取り巻く情勢はますます厳しくなっている｡自

由金利商品をはじめ金融の自由化が活発化する中で,銀

行は新しい商品をしかも短期間に開発していかねばなら

ない｡銀行にとっていかに効率よく開発を行っていくか

が重大な課題となっている｡

このような情勢を踏まえて,基幹業務のパッケージシ

ステムであるADEXPERT(Advanced and Experi-

enced PartnerforEfficient Real-Time BankingSys-

tem)の整備の一環として開発支援システムを提供する｡

ADEXPERT開発支援システムは,標準開発支援システ

ムであるEAGLE2(Effective Approach to Achieving

fIighLevelSoftwareProductivity2)を基盤とし,さら

に銀行特有の標準金融用語辞書や部品も備えている｡

銀行の情報システムは大規模であり,年々巨大化する

中で従来の方式で開発を続けていくことは容易なことで

はなく,信頼性･生産性･保守性の面からも問題が生じ

てくるものと思われる｡このような問題を解消するため

に,ADEXPERT開発支援システムでは設計からテスト

および保守までの各開発工程を一貫して総合的に支援す

るとともに,工程管理や品質管理など別の側面からも全

面的に支援する｡主な機能として,設計から保守までに

必要な各種ドキュメントの自動生成機能,生産効率化の

ための簡易言語,各種シミュレータによるテスト支援機

能,開発工程管理機能などを豊富に備えている｡

影響個所抽出の
自動化

機能評価支援

機能･目的を重視
Lたオフライン

設計技法の導入

開発効率･信敵性

の向上

移行システムの

標準化

移 行

己又

計

ライブラリの管理

運 用

EAGJE2を基客
とした支援群

標準金融用語辞書の

導入

製 造

開発時のペーパー

レス指向

テスト

保

守

ワークステーション

によるテスト支援

ADEXPERT開発支援システムの特長

工程管理

保守ドキュメント

の自動生成

テスト検証支援

品質の定量的
把握

多人数分担のソフトウェアの設計に対応できる

高品質ソフトウェア設計支援システム

多人数で分担してソフトウェアの設計を行う場合,1

か所の仕様変更が多数の設計者にかかわる変更に波及す

る｡従来,変更の連結,修正,確認は人手で行われてい

たため,大規模なソフトウェア開発プロジェクトでは,

変更連絡を忘れたり,修正を後回しにして忘れたといっ

たことが原因の不良が多かった｡また,初歩的な設計不

良も多く,これらを合わせるとテスト時に検出される不

良の‡を占めることもある｡今回,この間題を解決する
ことをねらって,｢高品質ソフトウェア設計支援システ

ム+を開発した｡

このシステムは,ソフトウェア図面を対話的に設計す

るエディタに,以【Fに述べる新技術により,設計作業を

誘導する機能を組み込んだものである｡

(1)仕様書間の関係(引用,転記,詳細化など)をあらか

じめ定義する機能を設けておき,仕様変更時にこの定義

に基づいて変更波及個所の特定あるいは自動変更を行う

｢変更誘導技術+

(2)熟練者の定義した設計手順およびノウノ､りに基づ

き,仕様書の作成順序の誘導および記述内容を解析して,

チェックリストを表示する｢設計誘導技術+

これらの誘導機能により,初級者を多数含むチームに

よる設計工程で不良の削減を可能にしている｡

チェ

箕計手順誘導
高品質 変更誘導

ソフトウェア設計支援システム 自動変更

設計誘■酋機能

示

RRn琴ヒ

達毒貞形変更管理機能

ックリスト

タ

†
▼

設計手順データ

設計ノウハウ

仕様書間の関係テー

変 里票更波及管王

l

高品質ソフトウエア設計支援システムの概要
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ワークステーション利用の電子対話システム

離れたところにあるオフィス間で,マルチメディアを利

用して電子的に対話したいとのニーズガ高まっている｡

これにこたえるために,ワークステーションを利用した電

子対話システムを開発した｡

マルチメディアを用い遠隔共同作業を支援する
広帯域ISDN応用グループテレワーキングシステム

離れたところにいる人間どうしでのビジュアルなコミ

ュニケーションと電子化情報を利用した共同作業を支援
するグループテレワーキングシステムプロトタイプを開

発した｡

このシステムは,広帯域ISDNで複数のマルチメディ

アワークステーションをネットワーク化することによっ

て実現している｡

jミな特徴は次のとおりである｡

(1)マルチメディア電子対話

ワークステーション間のソフトウェアの連動によって,

同じ資料を見ながら相互に編集,ポインティング,書き

込みなどを行うことによって,遠隔共同作業を支援する｡

(2)自然動画テレビ電話

画面_Lでの相手呼出し操作,動画ウインドウへのお耳

いの映像の表示ができ,密度の高い安心感のあるコミュ

ニケーションができる｡

今後,広帯域ISDNのサービス開始時期に向けて,実用

システムの開発を進める計画である｡

≠l■人!

■l車

グループテレワーキング

システムの構成

ニミ譲
ワークステーション上

の画面

竜ま身ご

ふ

ティス

7′レイ

ビテオ

フ､ロセノサ

光

ティスク

⊂]

ン
プソワ

■
｢ス

動画ハケ′ト

コ〟∧テノク

[コ
広帯域ISDN 広帯域ISDN

マルチメティア マルチノテ1‾ア

ワークステーション ワークステーショ

オフィスの分散化に対応する電子対話システム

遠隔地のオフィス間で効率よく意見交換をしたいとい

うニーズが高まっている｡これにこたえるため,電話機

とISDNやLANに接続されたワークステーション2050

_l二で､利用できる電子対話システムOFIS/ASSOCIA-EV
を開発した｡このシステムを利用すれば,複数のワーク

ステーション2050の利用者が地理的に離れた場所にいて

も,音声･文字･表計算･グラフ･手書きデータなどを

使って,相手と同じ資料を見ながらテーブル越しに訪を

する感覚で,かつ簡便に打ち合わせができる｡

主な特長は次のとおりである｡

(1)打ち合わせ用の資料を即座に配布できる｡

(2)既存の文書作成や表計算のアプリケーションの両面

を資料として活用できるため,口頃使い慣れた操作でリ

アルタイムに資料の内容を修止･変更できる｡

(3)資料の画面上に指

示棒･ペンを表示する

ことにより,相手に見

せたい部分を指示し,

マーキングできる｡

報告圏

聖_ク

大 阪

共同編集
指示権

ペン操作

報告書

資料配布

報告匿】

苧_ク

東 京

OFIS/ASSOCIA-EV利用イメージ

手書きの文字を活字にできる
表示一体手書き対話システム

コンピュータの性能向上に伴いオフィスでの文書処理

も電子化され,電子情報ネットワークも一般化してきた｡

このため,効率のよい自然なユーザーインタフェースが

求められている｡

オフィスでは,ワードプロセッサなどで作成された文

書が,さまざまなチェックとコメントを加えられて配信

されている｡このような情報交換を電子情報ネットワー

ク上で実現すれば,情報の配信,保存,検索など大幅な

効率化が期待できる｡

そこで,コンピュータとの対話手段として,文書にペ

ンでコメントなどを書き込めるユーザーインタフェース

を実現した｡必要に応じて手書きの文字を認識して活字

にすることもできる｡

特徴として,1,000ドットクラスの高精細液晶ディスプ

レイによるイメージ処理性能の向上,応用システム開発

のためのユーザーインタフェース構築支援環境の提供が

あげられる｡

応用分野としては,電子メールをはじめ電子講義など

への展開も期待で

きる｡

表示一体形入力システム

一項で

必
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時系列データ処理向けニューラルネットワークの開発と経済指標動向予測への応用

従来の統計的手法では,モデル化するのが困難であ

つた経済指標の時系列データを,フィードバック形ニュ

ーラルネットワークを用いることによってモデル化し,精

度よく予測を行うことガできた｡

金融･証券などさまざまな経済の分野で,株価や為替

などの経済指標を予測し企業活垂加二役だてている｡しか

し,経済指標の時系列データは,多種多様な要因がその

変動に影響するため,回帰分析など従来の統計手法では

そのダイナミクスを把握し,モデル化するのが困難であ

つた｡しかし,ニューラルネットワークは過去の挙動を
教師データとして与えるだけで,自己組織化によってモ

デル化できる｡このような能力を用いると,経済時系列

データをモデル化し,さらにはその予測にまで通用でき

る可台削生が出てきた｡ところが,精度よく予測を行おう

とすれば,ネットワークの構造,ニューロン数,教師デ

ータの与え方など,いろいろくふうしなければならない

点が多く,具体的な実用には至っていない｡

例えば,文字認識など一般的によく用いられる多層形

ニューラルネットワークは,入力層,中間層,出力層で

構成されており,出力層にはあらかじめ教師としての所

望のパターンが与えられる｡しかし,このネットワーク

では人力データと教師データの静的なパターンマッチン

グを行っているに過ぎず,肝心な時間的変動という要因

を把握できない｡そこで,ネットワークの出力層から人

力層へのフィードバック構造を入れることで,各時点で

の時間的な相関関係を取り入れることに成功した｡この

ような構造を用いることにより,周期,位相など時系列

データの特徴をとらえることができるようになった1)｡

予測を行うときには直前までのデータの動きを学習し,

ネットワークに最近のデータの動きを把握させて,未来

の予測を行う｡ある銘柄の株価予測の一例を図に示す｡

縦軸は株価,横軸は口数である｡

ところで,明日の価格には過去何日間の動きが影響し

ているのであろうか｡明日の価格に数か月も前の価格が

影響しているとは思えない｡ニューラルネットワークの

人力層のニューロン数は,予測する期間に対応する｡し

たがって,ニューロン数を多く取り過ぎると,時間的相

関のないデータまで取り込み精度が落ちるであろう｡こ

こで,ランダム性の度合いを表わすフラクタル次元を用

いて予測データの規則性の持続期間を調べることで,現

在に影響を及ぼす過去の範囲を知り,それに応じてニュ

一口ン数を決定することができるようにした｡しかし,

このような方法を用いても,100%予測が的中するわけで

はない｡例えば,経済が順調に拡大している時期と湾岸

戦争の時期では社会の不安定要因が異なり,当然予測し

やすさは異なってくる｡予測の容易さはその事象がどれ

だけ規則性を持った動きをしているかにかかってくる｡

逆に言えば,データのランダム性の度合いを知ることで,

予測が的中する確からしさを推定できる｡ここでも,フ

ラクタル次元を用いる｡フラクタル次元の高い事象ほど

ランダム性が高く,予測しにくいデータであることが言

える｡経験的に,予測的中率は予測データのフラクタル次

元とリニアな関係で表され,この関係を用いることによっ

て,ニューラルネットワークの予測値が事前にどの程度

信頼できるかも,合わせて知ることができるようになった｡

以上述べたように,今回開発した予測システムは,心

臓部にフィードバック形ニューラルネットワークを用

い,そのネットワークの規模を入力データのフラクタル

性から最適化し,さらに,予測値の信頼度まで事前に決

定することができるものである｡応用の一例として,こ

のシステムを用いて債券先物価格の翌日の終値の予測を

行うと,先物価格データのフラクタル次元が1.5の時期に

は,｢上昇+,｢下降+の判断で74%の的中率が見込まれた｡

一方,シミュレーションで予測すると78%の的中率であ

り,このシステムの有効一任が確認された｡上記予測シス

テムが,経済指標を含む一般の時系列データ処理効率の

向上が期待される｡

参考文献

1)松葉:バックプロパゲーションによる特徴抽出,数理化学,

No.338,pp.31～37
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日韓および日英/英日機械翻訳システム

ワークステーション上で稼動する日韓機械翻訳シス

テム,および日英/英日機械翻訳システムでの図表処理

機能を開発した｡

使い勝手のよい日韓機械翻訳システム

近年,アジア諸国への関心が急速に高まってきている｡

なかでも,経済的に急成長を遂げている韓国との交流が

活発化している｡このような状況に対応するため,ワー

クステーション2020上で稼動する日韓機才戒翻訳システム

を開発した｡

韓国語は,次のように日本語ときわめて類似した構造

を持つ｡

(1)語順が日本語とほぼ同じである｡

(2)助詞に相当する語が存在する｡

(3)用言が活用する｡

この類似性に着目し,本システムでは語や句,節の置き

換えによる構文ダイレクト方式をベースにした翻訳処理

を実現した｡

このシステムの特徴は次のとおりである｡

(1)かな漢字変換をベースにした使い勝手のよいシステ

ムである｡

(2)日本語のニュアンスやていねいさの度合いなど,微

細な表現の翻訳も可能である｡

(3)日本語に対して複数の韓国語訳語がある場合にも,

適切な訳語を選ぶことができる｡

(4)利用者が容易に単語や訳語選択規則を登録できる｡

このシステムは,マニュアル,科学技術文や手紙文な

どの翻訳に通用することにより,業務の効率化を図れる

ことが期待される｡

日韓翻訳画面例

日英/英日機械翻訳システムにおける図表処理機能

産業･経済のグローバル化とともに文書翻訳の需要が

急激に増大している｡これに対処するため,日英･英口

機械翻訳システムHICATS(HitachiComputer Aided

Translation System)を商品化し,ユーザーと協力して

実用化を推進してきた｡その結果,マニュアルの翻訳な

どでHICATSの利用効果が認められるようになった｡今

回,HICATSによる翻訳費用をさらに低減するため,文

書の翻訳時に必要となる図形処理を自動化する機能を開

発した｡

開発した図形処理機能は,ワークステーション2050上

の文書作成ソフトウェアOFIS/REPORT(Office Auto-

mationandIntelligenceSupportSoftware/REPORT)
で作成した表やブロック凶,フローチャートなどを対象

とする｡原図表の前処理として,図表中のテキストを

HICATSによる翻訳処理の単位に分割した形で抽出す

る｡抽出したテキストをHICATSで翻訳したあと,翻訳

図表のf仁成処理として,翻訳によるテキストの長さの変

化に応じて図表の各要素の大きさを調整し,その可･に翻

訳テキストを配置する｡

マニュアルなどの技術文書には図や表が多数含まれ

る｡従来,ワードプロセッサを操作して人間が行ってい

た図形処理が自動化されるので,文書中の図表の割合に

よっても異なるが,文書翻訳費用の30%程度の削減が期

待される｡

日本語図表凸慧豊富震芸情報

[二重車重車重垂]==二>
0英語図表

翻訳図表の生成

日本語テキスト榊0 0英語テキスト情報
日本語 英 語

0く〉◇0

⊂)○⊂)⊂)⊂)(⊃○(⊃口(丁)〔〕(〕

◆◆◆◆◆◆◆
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分
HICATS

図表の日英機械翻訳
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銀行業界における地図情報を利用したエリアマーケテイング支援システム

銀行業界での営業競争を有利に展開するために,リテール戦

術の策定および遂行を支援する,地図情報を利用したエリアマ

ーケテイング支援システムを開発した｡

1.背景と目的

銀行業界では,金融白山化が引き起こす嵐をまともに

′受けようとしている｡これまで一種の保護壁の役割を果

たしていた業務規制が大幅に緩和されたため,各行が顧

客の固い込みをねらって,激しい営業競争を起こし始め

たからである｡特に競争の焦点となっているのがリテー

ル市場である｡リテールとは,中小企業や個人などの小

l_J多数の顧客を対象に,大衆預貸金,住宅ローンなどに

ノJを注ぐ営業!粍術のことである｡このシステムの目的は,

銀行の本部や営業店が他行との激しい営業競争に打ち勝

つために取るべき,リテール戦術の策定および遂行を支

援することにある｡

2.エリアマーケティングの意義

リテールは対象とする顧客数が多く,大規模な潜在的

市場を抱えている｡しかし,それぞれが小口であるため,

顧客一人当たりの営業利益は他の取弓lに比べて非常に小

さい｡したがって,取弓l顧客の拡大はもちろんのこと,

取引にかかわる業務処理コストの低減も戦術上の重要な

ポイントとなる｡リテールには,｢市場動向を把握して顧

客ニーズに合致した利益率の高い戦術を策定し,これを

確実に遂行すること+,すなわちマーケテイングが不可欠

である｡エリアマーケティングとは,任意の位置･形状

で定義されるエリア(地域のこと)を戦術検討の基本単位

とするマクロなマーケテイングのことを言う｡

3.エリアマーケティング支援システムの概要

(1)システム構成と基本機能

このシステムは,エリア単位に銀行内外の各種の情報

を人力あるいは加工･出力し,戦術検討の責要な参考情

報として提供する｡このシステムの構成を図1に示す｡

本システムの基本機能について以下に述べる｡

(a)エリアの決定

(i)地図画像を適当なラフスケッチや地図帳などか

ら,画像入力装置(イメージスキャナ)で読み取って,

計算機に人力できる｡

(ii)エリア定義機能

入力した地図画像を画面表示し,地図画像上で輪

郭線をなぞったり,領域を塗りつぶすようにして,

所望のエリアの位置と形状を定義できる｡なお,定

義したエリアには,識別子(エリアコード)を付与し

ておく｡

(b)エリア別情報の人力

(i)エリアー属性情報連結機能

まず,銀行内部の顧客情報や実績情報,外部統計

情報などの属性情報を,表形式で入力･蓄積してお

く｡これと,先に定義したエリアとを同時に耐面表

示しておき,画面上で両者の対応関係を指定するこ

とにより,エリアコードをキーとして連結できる｡

(C)エリア別情報の加工･出力

(i)分析方法登録･検索機能

エリア別情報の加工･出力方法は,地図ごとに複

数登録できる｡登録された方法はメニュー形式で提

ホされるため,メニュー選択によって簡単に分析を

開始できる｡

〈グラフィックディスプレイ〉
連結

一一一一一■一■
■､

､

連結 ′

′

′

属性DB

く磁気ディスク〉

､ /

､-●/

エリアコード

2050/32E

〈り一クステーション〉

地図DB

〈(光または)磁気ディスク〉

廿
イメージ化機能

〈イメージスキャナ〉

くコ
地 図

く出版物など〉

図l システム構成
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(ii)分析対象エリア限定機能

分析の対象とするエリアを個別に指定することが

できる｡例えば,画面上でエリアを選択することに

より,特定エリアについてだけ分析を実行させたり,

属性情報を検索したりできる｡

(iii)分析結果表示機能

分析した結果を,地図や各種のグラフを用いてビ

ジュアルに表示できる(図2)｡特に,互いの位置関

係が考察のポイントとなるような分布などの情報に

は,地図を用いた表示が非常に有効である｡

り

ゞ 瑚

捕-.

繭席込三丁目

欄
を′ここち象;

各ち芸､音感

言r芯

■■1

稲職

図2 画面出力例

(2)エリアマーケティング支援機能

上記の基本機能を用いて,エリアマーケティング支援

に特化したいくつかの応用分析機能を開発している｡

その一部について以下に述べる｡

(a)市場分布および変化状況の把握

市場に関する外部統計l青報を,エリアの位置と面積

などによって案分計算し,任意の定義エリア別に1ヰ編

集して表示する｡

(例)エリア別世帯数成長率

(b)戦術の効果シミュレーション

企画商品に対して感度の高い顧客層イメージを抽出

し,住民構成に関する外部統計情報や内部の顧客情報

などから算出した該当顧客分布を営業ポテンシャルと

して,任意の定義エリア別に表示する｡

(例)教育ローンの自店販売ポテンシャル

(c)営業店閉業績評価と有効戦術抽出

各営業店を市場特性や競合度などの外部環境を表す

計数で分類し,分類内営業J朋小二業績を比較表示する｡

(例)中規模･郊外形･独占店舗のROA

なお,_L記以外にも前述したように,利用者が基本機

能を利用して,簡単かつ自由に独自の応用分析機能を開

発することができる｡開発した機能は,地図ごとにメニ

ュー登録が可能であり,一度登録しておけば必要に応じ

て何度でも繰り返し利用できるようになっている｡

4.他のシステムとの比較

エリアマーケティング支援を目的に,地図情封iを利用

するシステムはほかにも多いが,かなり高価で特殊な地

図の利用を前提としている｡したがって,そのような地

凶が供給されていない地域の銀行は,システムの有効性

に期待を寄せながらも,導入を見合わせざるを得ない状

況にあった｡また,地酬青報は口々変化するため,メン

テナンスに必要なコストも大きいという問題があった｡

その点,このシステムは,どのような地図でも簡単に計

算機に取り込んで利用できる機能を備えており,導入や

運用に必要なコストを小さく抑えられるという利点があ

る｡また,上記の応肘機能は,他のシステムに類例をみ

ないこのシステム独白のものである｡
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盾
醍

エンドユーザー用ソフトウェア開発支援システム

エンドユーザー自身がワークステーションを使用し

て,業務処理用ソフトウェア開発を効率的に行うために,

開発支援システムおよび構築ツールを開発した｡

帳票利用業務のソフトウェア開発支援システム

オフィスの業務は帳票を中心とした業務が多い｡そのシ

ステム化は一般に情報システム部門で行われてきたが,現

場ニーズを的確にシステムに反映するにはエンドユーザー

自身によるシステム化が必要である｡今回,その実現を可能

とするシステムを開発した｡主な特徴は次のとおりである｡

(1)業務のことばを使い,帳票に関する情報をワードプ

ロセッサ感覚で定義するだけでシステムが開発できる｡

これは,対象の帳票に関する情報からデータベース構成

情報,システム制御情報を自動生成する機能を実現した

ことによるものである｡

(2)異種帳票聞,さらに複数ワークステーションにまた

がる業務でも,単一帳票ごとにデータの関係を指示する

だけで全体システムの開発ができる｡これにより,規模

の大きなシステムでも,その開発･変更が容易になる｡

売上伝票

商品コード 商品名 単価 数量 金槌

⊂≡至三亘車重垂]

凸ワークステーシ]ン

205D/32

帳票ファイル

加工処理式

商品名=如Ode(商品コード,商品台帳備品コード.商品台帳滴品名)こ

単価=如Ode(商品コード.商品台帳滴品コート商品台帳せ価):

金 額=単価*数量:

合 計=唾s]m(金額):

く:コ】帳票間の制御情報を自動生成

ネットワーク

り一クステ¶ション

2050/32

帳票ファイル

ワークステ【ション

2050/32

帳票ファイル

システムの概要

ワークステーション上で動作する

FORTRANプログラム開発支援システム

FORTRANのプログラム開発を,操作性の優れたワーク

ステーション上で行いたいというユーザーニーズに対応し,

ワークステーション3050上で動作するFORTRAN開発

支援システムを開発した｡主な特長は次のとおりである｡

(1)原始プログラムのファイル名を登録することで,修

正されたファイルを自動検出し,そのファイルだけをコ

ンパイルする｡

(2)モジュールの呼び出し関係を視覚的に表現したコー

ルグラフによるデバッグと,ソースプログラムによるデ

バッグができる｡

(3)スーパーコンピュータ向けとスカラーマシン向けの

チューニングができる｡

トぎ呼1㌔ぺirtl

も11ヽ【て.
～】小

謡へいLナ六lゝ

勺一1,】

FORTRAN開発支援システムの画面例(デバッガ)

Xウインドウシステム用の

ユーザーインタフェース構築ツール

ワークステーションの普及に伴い,ユーザーインタフェ

ース部の開発工数の比重が大きくなってきている｡このた

め,従来プログラミングしなければならなかったユーザー

インタフェース画面を,対話的に作成するためのユーザー

インタフェース構築ツールの必要性が高まってきている｡

UIBT(UserInterfaceBuildingTool)は,ビジネス応

用に不可欠な表･グラフ,ワークステーションのグラフィッ

クス機能を生かした幾何図形,画像などの部品をサポート

している｡なお,UIBTはⅩウインドウシステム削)用のユー

ザーインタフェース構築ツールである｡日立Motif繋2)に基づ

いた標準仕様のGUI(GraphicalUserInterface)である｡

UIBTを用いれば,プログラミングの知識を持たない

ユーザーでも上記部品を≠阻み合わせたユーザーインタフ

ェースを容易に開発することができる｡仕様変更･追加

に伴うユーザーインタフェースの修正も容易なことから,

ソフトウェアを仕様変更･追加を繰り返しながら開発し

ていくプロトタイピングアプローチにも適している｡

ふ法･■

⊥ニ+

_____竺竺し+______!竺_____i
む小/I■!l∫Tr 一 丁d+帖 i

llu別■肌事G′屯p血;

1ゴ払Ⅵ

毎i

UIBT画面例

※1)Ⅹウインドウシステムは,MIT(米国マサチューセッツ工科

大学)の商標である｡

※2)Motifは,OpenSoftwareFoundation,Inc.の商標である｡
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大量の文書データに対応するマルチメディア情報検索システム

大量の文書データを効率よく蓄積し,必要な情報を高

速に検索できるマルチメディア情報検索システム

"MR9ロ”を開発した｡検索の方法が豊富であり,初心者

でも簡単に利用できる｡

マルチメディア情報検索システムのVOS3/AS

MR90(Multi-mediaInformationRetrievalSystem90)

は,大量の文書データに対し,多種多様な手段で検索を

行えるORION(Online Retriever
ofInformation)の後

継システムである｡

1.開発の背景

ORIONに代表される従来の情報検索システムは,文

献検索分野での適用を想定し,図書･文献情報などのテ

キストデータを検索の対象としていた｡しかし,マルチ

メディア情報のデータベース化が進み,適用分野は拡大

しつつある｡

この結果,

(1)大量の情報を扱いたい｡

(2)美文書にあるテキストデータとイメージデータの混

在データを扱いたい｡

(3)他システムで管理するデータも統合的に検索した

い｡

などの要求が高まってきている｡一方,ハードウェア

の技術革新によって,主記憶装置の大容量化,光ディス

ク,HITFILE650シリーズなどのマルチメディア対応の

装置も開発され,これらの装置を情報検索システムでも

有効に活用していく必要がある｡

これらの課題を解決するため,MR90を開発した｡

2.MR90の特徴

(1)豊富な検索方法

MR90では,ORIONの機能を引き継ぎ,検索する条件

を指定してその条件を満足させるレコードの集まりを一

つの集合として出力する｡その集合に対しさらに条件を

追加していくことにより,必要な情報を捜し出す絞り込

み検索をすることができる｡このほかにも,特定の数値

範囲を条件とした検索などのさまざまな検索ができる｡

(2)大規模データベースへの対応

MR90のデータベース容量は,一つのデータベース当

たり8T(1012)バイトである｡大量の情報を効率よく蓄積

し,その中から多様な方法で検索できる｡

(3)HITFILEとの連動

光ディスクファイルシステム HITFILE650シリーズ

と連動し,検索結果の画像情報を操作できる｡

(4)質の高い利用者インタフェース

ユーザー独自の形式でコマンドを人力したり,運用に

応じたメニュー画面を作成し使うことができる｡また英

文メッセージ,和文メッセージの選択,メッセージの変

更などができ,質の高い利用者へのインタフェースを提

供している｡

原データ

㊦♀
MR90

データベース

作成更新機能

＼
抄毒剥青報
フ アイル

/
検索端末

検索質問

二重重亘空こ
画像情報の操作宴束

ファクシミリ

表示

印字

HITFILE

(∋

MR90

検索機能

MR90

HITFILE

接続機能

データ定義言語

MR90

データ定義機能

データ定義

＼
MR90

ユーティリティ

管壬里情報

MR90の概要
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情
報

コンピュータシステム

国際標準および業界標準を採用し,UNIX対)をベー

スとした高性能ワークステーション,耐故障形サーバー

システムおよび制御用計算機を開発した｡また,オープ

ン/ネットワーク化ニーズや,戦略情報システム構築ニ

ーズなどに対応した最新のオフィスプロセッサを開発し

た｡

国際標準,業界標準採用のクリエイチイブス
テーション

IEEE(Institute of Electricaland Electronics Engi-

neers)などで設定された数多くの国際標準,業界標準を

採用した｢クリエイティブステーション3050シリーズ+

を新たに開発した｡

ビジネス分野でのUNIXワークステーションとして先

駆的役割を果たしてきた2050シリーズの上位モデルとし

で性能,機能を飛躍的に強化させた｡

3050シリーズは,最近のアプリケーションニーズの高

度化,多様化に伴うハードウェアの高速化や,種々の流

通ソフトウェアを使うためのオープンプラットフォーム

の要望に対応している｡主な特長は次のとおりである｡

(1)Ⅹウインドウシステム奴2)など業界標準を積極的に

耳えり込み,POSIXなどの国際標準に準拠している｡

(2)米国モトローラ社のMC68040を採用した20MIPS/

3.5MFLOPSの性能を持ったデスクトップタイプから,

RISC(ReducedInstruction Set Computer)アーキテク

チャに基づく最新鋭のプロセッサ(50MHz)を採用した

57MIPS/15MFLOPSという高性能なデスクサイドタイ

プまでを用意した｡

(3)OSF/Motif那)のスタイルガイドを基本に開発した

統一された操作環境を実現するとともに,立体感のある画

面表示によってルックアンドフィールを大幅に向上した｡

(4)2050シリーズの互換性を重視した日立ウインドウシ

ステムのサポートのほか,16Mビット/sの新トークンリ

ングネットワークTR16や,ペア線LANである10BaseT

のネットワークの充実も図った｡

汚由良

クリエイティブステーション3050

オンライン業務の無停止稼動に対応できる

フォールトトレラントサーバシステム

フォールトトレラントサーバシステムHITAC FT-

6100は,コンピュータシステムの無停止連続運転,運転

中の増設･保守,ソフトウェアのバージョンアップを可

能とする耐故障形サーバシステムである｡

このシステムは,経済や企業のグローバリゼーション

化に伴う海外拠点とのオンライン業務の増大に対応した

グローバルなネットワークシステムの構築や,飛躍的に

増大し続けるトランザクション量に対応した計算機能力

の増強をオンライン業務は停止せずに行いたい,といっ

た要望にこたえることができる｡

このシステムは,ノ､-ドゥェアを二重化しており,一

部に障害が発生しても他方の系で処理を続行できる｡特

に,プロセッサは三重化された演算装置が一つのプロセ

ッサボードに実装され,このボード自体にフォールトト

レラント機能を持たせることにより,保守･増設を容易

にしている｡このボードを追加していくことにより,マ

ルチプロセッシングによる処理能力の向上が図れる｡

磁気ディスクや通信制御装置をオンライン稼動を止め

ることなく増設できるなど,システム規模の拡張に柔軟

に対応することもできる｡

ソフトウェアは,UNIXをベースとしてリアルタイム

機能を強化した基本ソフトウェアHトUX/Fによって標

準･オープンなインタフェースでのプログラミングがで

きるほか,各種リアルタイム処理も行える｡

幽
圃
廟
圏
組
閣

H｢TAC FT-6100
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多機能,高速性能の制御用計算機

制御用計算機HIDIC V90/5シリーズのラインアップ

強化として,最上位機種V90/モデル75と中小形機V90/

モデル35,モデル25Lを開発した｡モデル75は最新鋭

CMOS VLSIの採用によって従来の最上位機モデル65

の約2倍,4台のマルチプロセッサ構成では約6倍の高

速性を実現した｡この高速性能を生かし,発電プラント

や電力系統の制御,大規模オンライン生産管理システム

の中核頭脳として活用することをねらいとしている｡ハ

ードウェア機能としては通信,ネットワークや豊富な周

辺装置を具備している｡ソフトウェアは高度なリアルタ

イム機能と匡I際標準OS UNIXのインタフェースを備え

たRENIX-Ⅴを搭載した｡分散された機能を統合化する

システム機能を実現するための多彩なソフトウェア群を

利用できるようにしてある｡

可1形機モデル35はコンパクトでかつ従来機モデル25の

約3倍の高性能を実現した分散システム指向の制御用計

算機である｡基本ソフトウェアは同じくRENIX一Ⅴを搭

載し多彩なソフトウェア機能とともに,さまざまなワー

クステーションやインテリジェントコントローラとの優

れた接続性を確保した｡

小形機ヰデル25Lは上記と同一アーキテクチャを持

ち,さまざまな情報制御システムのインテリジェントコ

ントローラとして使用することを想定している｡高応答

性を確保するため基本ソフトウェアには,リアルタイム

OSとLて実績のあるPMS(Process Monitoring Sys-

tem)を搭載した｡以上の機種の追加により,このシリー

ズは幅広いラインアップを備え,さまざまな情報制御シ

ステムヘ対応することができる｡

苅8直帽VgO/75

HIDIC V90/モデル了5

最新鋭オフィスプロセッサ

HITAC L-700シリーズモデルEは,8機種21モデルか

ら成る最新鋭のオフィスプロセッサである｡オフィスプ

ロセッサでのオープン･ネットワーク化ニーズ,戦略情

報システム構築ニーズ,およびスケーラビリティの拡大

ニーズに対応し,次の特長を備えている｡

(1)PCコネクション

PC(PersonalComputer)コネクションは,ユーザーが

使い慣れたPC環境のままで,オフィスプロセッサを活用

する機能の総称である｡標準LAN(10Base-5,10Base-

T),標準プロトコル(OSI,TCP/IP)の採用により,

FLORAシリーズや他社PCを端末として接続したり,PC

ソフトとのデータ交換を行うことができる｡

(2)グローイングSIS

グローイングSISは,中小企業ユーザー向けのSIS(戦

略情報システム)構築手法である｡パッケージを利用して

業務の効率化を図り,第4世代言語(ETOILE/OP)を用

いたエンドユーザーコンピューティングによってシステ

ムの戦略的利用を図る｡このため,財務合計,給与計算

などの共通業務パッケージ,業種別の販売管理,生産管

理などの戦略形パッケージの強化と,･ETOILE/OPの性

能向上(データベース･アクセラレータにより,10-50

倍),機能強化(意思決定支援機能,ファジィ検索機能)を

行っている｡

(3)スケーラビリティの拡大

上位機のし780E,790Eには,業界トップの0.8ドm53方

トランジスタのBiCMOSプロセッサを開発し,従来比約

2倍の高い性能を実現している｡ファクシミリやPBX,

POSとの接続など周辺装置も拡充している｡

囁㌘ 幽

H什AC L-700シリーズモデルE

■
L J

仙ノーノ〆

※1)UNIXオペレーティングシステムは,UNIXシステムラボラ

トリーズ社が開ヲ蓋し,ライセンスしている｡

※2)Ⅹウインドウは,MIT(米国マサチューセッツ_t科人学)の商

標である｡

※3)OSF/Motifは,Open Software Foundation,Inc.の商標で

ある｡
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情
報

基本ソフトウェア

クリエイティブステーション3050上で稼動し,実用的

なエキスパートシステムを構築可能とするツールお

よびHITAC Mシリーズとの互換性のある最適化

FORTRANコンパイラを開発した｡スーパーコンピュ

ータ用には,各種標準･規格に準拠した最新のUNIX※1)

タイプのOSであるOSF/1滋2)を移植した｡また,

VOS3通信管理のLAN接続機能およびデータ管理

のデータと記憶装置の効率的管理機能の強化を行った｡

開発効率･実行性能が向上したエキスパー

トシステム構築ツール

エキスパートシステムの普及に伴い,より使い勝手がよく,開

発効率･実行性能の高い構築ツールが求められている｡この

要求にこたえるため,エキスパートシステム構築ツールES/

KERNEL2シリーズを開発した｡

主な特長は次のとおりである｡

(1)実行一性能･開発効率の向上

知識コンパイラにより,従来製品に比べ実行性能が数倍か

ら数十倍向_Lする｡また,開発環境とのタイトな連携により,開

発効率が約十倍向.卜する｡

(2)記述性豊かな知識表現

高次推論機能(多階層協調推論･仮説推論)のサポートに

より,より柔軟な知識記述が可能である｡

(3)標準化への対応

グラフィカルユーザーインタフェースにⅩウインドウ削),

OSF/Motif削)を採用した｡また,市場流通DBソフトとのインタ

フェースを提供する｡

クリエイティブステーション3050オペレーティングシステム(Hト〕×/WE)
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ES/KERNEL2シリーズ

スーパーコンピュータの最適化FORTRAN

コンパイラと互換性のあるクリエイティブステー
ション最適化FORTRANコンパイラの開発

HITAC SおよびMシリーズの最適化FORTRANコ

ンパイラとソースレベルで互換性のあるクリエイティブ

ステーション3050シリーズ最適化FORTRANコンパイ

ラを開発した｡従来,HITAC SおよびMシリーズマシン

上で行ってきたFORTRANプログラムの開発作業を,操

作性に優れたクリエイティブステーション上に展開した

いというユーザーニーズに対応し,クリエイティブステ

ーション3050シリーズマシン上のFORTRANコンパイ

ラを開発した｡主な特長は次のとおりである｡

(1)HITAC SおよびMシリーズの最適化FORTRAN

コンパイラとソースレベルで互換性があり,既開発プロ

グラムのクリエイティブステーション3050シリーズマシ

ンヘの移植作業が容易である｡

(2)強力な最適化機能を持ち,高速なFORTRANオブジ

ェクトの生成が可能である｡

(3)自動ベクトル化機能を含む,HITAC SおよびMシ

リーズマシン向けクロスオブジェクト出力機能を持つ｡

クリエイティブステーション3050上でプログラムを作成し,実行する場合

クリエイティブステーション3050シリーズマシン

FORTRANプログラムの作成

最適化FORTRANによるオブジェクト
(実行形式)の作成と実行

クリエイティブステーション3050上でプログラムを作成し,HlTAC S

およぴMシリーズマシン上で実行する場合

クリエイティブステーション3050シリーズマシン

FORTRANプログラムの作成

最適化FORTRANによるS右よびMシリーズ用
オブジェクトの作成

オブジェクト転送

HITAC SおよぴMシリーズマシン

FORTRANライブラリとの結合編集によるロード
モジュールの作成と実行

プログラム作成から実行の流れ

スlパーコンピュータ用UNIXオペレーティン

グシステム

スーパーコンピュータS-820用UNIXオペレーティン

グシステムは,各種国際標準･規格に準拠した最新OSで

あるOSF/1をベースとし,スーパーコンピュータおよびワ

ークステーションでの統一された操作環境を提供する｡

ベースOSのOSF/1が分散計算機用OSであるという特

長を利用することで,スーパーコンピュータS-820はネ

ットワーク内での超高速計算サーバとして利用できる｡
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スーパーコンピュータS-820用UNIXオペレーティン

グシステムは次のような特長を持つ｡

(1)豊富な流通ソフトウェアが使用できる｡

(2)C言語およびFORTRAN言語での高速ベクトル処

】型ができる｡

(3)動画像出力機構をサポートしている｡

(4)VOS3/ASシステムとの連携が可能である｡

XNFへの接続機能を提供するTCPハP

LANで｢事実上の標準+となっているTCP/IPをⅩNF

(ExtendedHNABasedCommunicationNetworking

Facility)に接続する機能を提供する｡

主な機能は次のとおりである｡

(1)Ii6355LANインタフェースコントローラを依って,

CDlO5およびFDDI網に接続する｡

(2)Telnnetで接続し,VOS3のTSSとLAN以上のワー

クステーションの相‾吐利用ができる｡

(3)FTPによってVOS3TSSとLAN上のワークステー

ションとの間のファイル転送ができる｡

(4)ⅩNFによるVOS3間接綻機能を使ってH-6355を接

続していないVOS3も使用できる｡

VOS3システム

TSS

ファイル

VOS3システムl

TSS

XNF/AM

×NF/TCP:

H-6355

----･+AN----

:xNF/AM

×NFネットワーク

TEJNET端末__

ワークステーション ワークステーションl
l

l

l

ファイル

FTPファイル転送

XNF/TCPにおけるワークステーション接続

大量のデータと記憶装置の管理を簡易化･
自動化した総合ストレージ管理システム

大形コンピュータシステムは,膨大なデータを効率よ

く管理するデータサーバとしての役割が高まっている｡

データを保管する記憶装置もますます多様化･大容量化

している｡総合ストレージ管理システムDMFISM(Data

Management FacilityIntegrated Storage Manage-

ment)は,大量のデータと記憶装置の管理を簡易化･自

動化し,ユーザーの運用負担を軽減することを臼的とし

たソフトウェア製品群である｡1991年7月から提供を開

始Lており,大形システム向けVOS3/ASのもとで稼動

する｡主な特長は次のとおりである｡

(1)ストレージ階層を統一的に扱えるよう七つのストレ

ージ管理ソフトウェアを体系化

(2)拡張記憶装置や高速メモリを利用した高性能アクセ

ス機能くDMFAF〉

(3)大呆バックアップデータの白妙管理〈DMFHSS〉

(4)高性能差分ダンプ,ディスクスペース管理強化

〈DMFVSS〉

(5)人手に頼っていた磁気テープ媒体操作の自動化

〈DMFLSS〉

(6)対話処理による簡易操作くDMFAF〉

こ紳

う､1

蝉凱引
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壊
1
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バノ

〃
ソ
げ
で
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1

1を
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モユ
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騒ご
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.歯好/つ

姦プ

ナウ

ぅぺつ

う＼1

統合ストレージ管理システム

DMFISMの構成

※1)UNIXオペレーティングシステムは,UNIXシステムラボラ

トリーズ社が開発L,ライセンスしている｡

※2)OSF/1は,OpenSoftwareFoundation,Inc.の商標である｡

※3)Xウインドウは,MIT(米匝Ⅰマサチューセッツ⊥二村大･}㌢)の商

標である｡

※4)OSF/M()tifは,OpenS()ftⅥrareF()undatio11,1nc.の楯標であ

る｡
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㌢
情
報

ハードウエア

利用者サービスの向上,窓口業務の合理化をねらっ

た,利用者にやさしい端末装置の需要が高まっている｡

このようなニーズにマッチした端末装置を開発した｡ま

た,利用者からの要求情報を速やかに提供するために,

高遠･大容量磁気ディスク記憶装置を,リレーショナル

データベース検索の高速化を図るために,検索処理装

置をそれぞれ開発した｡

住民サービスを向上する証明書(住民票)自
動交付システム

地方自治体の窓口業務での住民票の写しの交付事務を

大幅に効率化し,近々実施が予想される土曜閉庁への対

応も含め,住民サービスの向上を可能とする証明書(住民

票)自動交付システム｢コミュニティ･ステーションHT-

2401+を開発し,1991年7月から販売を開始した｡すで

に顧客先に納入し,1992年1月から運用を開始する｡

大形カラーフラットディスプレイ,タッチパネルを採

用し,画面と音声ガイダンスによる操作案内,磁気カー

ドによるセキュリティ管理,住民票のとじとその契印を

自垂加勺に行うことができる｡千円札と硬貨による現金収

納,レシート発行,タイマによる自動パワーオン,オン

ライン接続もできる｡さらに,制御装置に高性能汎(は

ん)用ワークステーショ

ンを採用し,ユーザープ

ログラムを作成すること

によ り,公共施設の予

約･案内,各種情報提供

システムなどの住民サー

ビス向上も期待されてい

る｡

駕蜜雲き‾--
一

口;】
篭

ミ

季≡＼を一資3穿

遠く÷喜㌫三
笥■
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きプ弼空軍三

ハ′

i■ii!gヨ戯

コミュニティ･ステーションHT-2401

サンデーバンキング,無人化店舗に対応する

顧客操作形端末

ATM(現金自動取扱装置)で取り扱えない窓口業務の

自勤化をねらった顧客操作形の銀行常業店次期端末シス

テムを開発した｡

顧客振作形端末の条件として,わかりやすいオペレー

ション,多様な業務に対応できること,開発コストが低

いことが要求される｡このシステムは,動画,音声など

のマルチメディア処理機能,カード処理や発券などの物

理メディア処理機能を統合し,わかりやすいオペレーシ

ョンと多様な銀行業務に対応できるようになっている｡

また,銀行業務に対応したユーザープログラム作成の

コストを削減する目的で,

ユーザープログラム開発

環境を整備している｡

このシステムは,諸届,

各種相談業務,情報提供

サービスなどの自動化に

有効であり,サンデーバ

ンキングや無人化店舗に

対する新しい営業店端末

として期待されている｡

画面レイアウトツールなどの

顧客操作形端末

視覚障害者にもやさしいATM

ATMは,広く社会に普及するにつれて通商産業省の

｢情報処理機器アクセシビリティ指針+にもあるように,

障害者を含めてだれに対しても等しく利便性を提供でき

ることが望まれるようになってきた｡このため,視覚障

害者の使い勝手を考慮したATMを開発した｡この装置

は健常者が通常使用する装置に,視覚障害者のためのユ

ーザーインタフェースを付加したもので,視覚障害者が

独力でATMを操作して,入出金･残高照合･通帳記入を

行うことができる｡主な特長は次のとおりである｡

(1)装置からの応答や操作ガイダンスは,ノ､ンドセット

を通して音声で行う｡

(2)操作人力は点字付きのテンキーおよびファンクショ

ンキーによって行う｡

(3)金額表示には,点字ディスプレイを用いる｡

ふ

視覚障害者も使えるATM

撃】
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自動出改札化対応の磁気化券を発行する

サーマル形印刷発行機

取り扱い業務の拡大と,スピーディーな発券業務を可

能とすることを目的に旅客総合販売端末装置用サーマル

形印刷発行機を開発し,1991年5月から納入を開始した｡

JRの｢みどりの窓口+などで座席予約端末装置の発券

プリンタとして使用され,自動出改札化に対応した磁気

化券(定期券)を発行できる｡

現在,駅業務のサービス向上,業務の合理化が要求さ

れ,特に発券業務の高速化と自動出改札への対応として

高保磁･高密度の磁気エンコード化が要求されている｡

このニーズにマッチした発券プリンタの需要にこたえる

ためこの印刷発行機を開発した｡

主な特徴は次のとおりである｡

(1)自動出改札化に対応した高保磁･高密度の磁気記録

券を発行できる｡

(2)赤･黒2色印字によって取り消しの表示など鮮明で

見やすい券片の発行が可能である｡

(3)定期券発行機能を標準装備し,定期券申込書に記入

された氏名を定期券に転写でき,定期券をスムーズに発

行できる｡

(4)券片裏面の磁気情報の読み取りに取り消し機能を内

蔵し,誤りのない.取り消し業務ができる｡

旅客総合販売端末装置用｢サーマル形印刷発行機+

高性能･大容量の磁気ディスクサブシステム

高度情報化社会の進展に伴い,大規模コンピュータシ

ステムでのファイル記憶装置の大容量化,高性能化,省

スペースおよび高信頼化のニーズがますます高まってい

る｡これらのニーズにこたえるため,H-6587-3形ディス

ク駆動装置を開発した｡この装置は,高性能薄膜ヘッド

と高密度記録用塗布ディスクによって,最大35Gバイト

の装置容量を実現している｡

この装置は従来機であるH-6587-1/3形ディスク駆動

装置とサブシステム内で自由に混在させることができ,

またアクチュエータレベルキャッシュも標準で刷意され

ており,ファイルのアベイラビリティ,フレキシビリテ

ィのいっそうの向上を図っている｡

‾由 畢 国

H-658卜2/C3ディスク制御装置とH-6587-3形ディスク駆動装置

リレーショナルデータベース検索処理装置の製品化

リレーショナルデータベースは,データの独立一任の高

い,高度な操作性を持ったデータベースである｡リレー

ショナルデータベースが持つ性能上の問題を解決して,

柔軟な情報処理環境の構築を可能とするため,RDSP

(RelationalDatabaseSearchProcessor)を開発した｡

RDSPは,ディスク装置から中央処理装置へのデータ

転送巾に,検索条件に合致するデータだけの選別を行う

高速なフィルタリング方式を実現している｡さらに,リ

レーショナルデータベースで負荷の高い複雑な条件の椎

索および自由キーワード検索を,ディスク装置のデータ

転送速度に追随して実行可能とする方法を合わせて実現

している｡このRDSPにより,検索時間を従来の数分の一

から百分の一に短縮することを可能とした｡
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AX仕様準拠のパーソナルステーション

標準化,高機能化の市場ニーズに対応したパーソナ

ルステーション"FLORA3020/3010”は,AX仕様採

用によって豊富な流通ソフト,ハードが利用できる｡

近年のパーソナルコンピュータ･ワークステーション

のユーザーニーズは,ネットワーク化や企業のグローバ

ル化の進展による海外の共通ソフトの利用など国際標準

化が求められている｡これらのニーズの対応として,国

際標準機AX仕様準拠"FLORA”を開発した｡

主な特長は次のとおりである｡

(1)AX(TheArchitectureExtended)仕様を採用

国際標準仕様との互換性を持ちながら,日本語環境を

拡張した日本語/英語対応OSを採用し,世界で流通して

いる膨大なハードやソフト資産,AX用日本語アプリケ

ーションやデータ,周辺機器が利用できる｡

(2)快適な操作環境

｢日本語MS Windows※l)V3.0+により,複数のアプリ

ケーションを画面の切換で同時実行できるため,業務の

効率化が図れる｡

(3)FLORA3020シリーズは,最新鋭CPU486TM蕪2)マイ

クロプロセッサ(33MHz)採用のデスクトップ形3020H

と高速CPU386TM椚)マイクロプロセッサ(33MHz)搭載

のデスクトップ形3020Fから構成されている｡また,

FLORA3010シリーズは,386TM灘2)SXマイクロプロセッ

サ(20/8MHz)搭載のデスクトップ形3010D,同CPU搭

載TFTカラー液晶ディスプレイのラップトップ形3010

LSTおよびモノクロ白液晶ディスプレイ搭載のラップ

トップ形3010LSから構成されている｡

二議≡芋二

こF‾ニ〒±愕
./-モ

カラーラップトップ形3010LST(左)とデスクトップ形3020H(右)

※1)MS Windowsは,米凶マイクロソフト社の商標である｡

※2)486および386は,米国インテル社の商標である｡

大容量12インチ光ディスクファイルシステム

光ディスクファイルシステム川TFILE6500シリーズ

に業界初のA3フル表示可能な21インチディスプレイ

およびA4で20万枚を記録できる大容量12インチ光デ

ィスクを採用した｡

HITFILE6500は,新アーキテクチャによる高性能化,

使い勝手の向上,および接続性の拡大を図るとともに,

低価格モデルから高機能モデルまで全8モデルをそろえ

た新枕代機である｡主な特徴は次のとおりである｡

(1)A3フル表示21インチディスプレイを採用

図面,地図など大形書類が見やすく表示でき,A4書類

なら2枚同時に表示できる｡また,マルチジョブ･マル

チウインドウ機能により,登録･検索などの複数業務を

並行して行うことができる｡

(2)大容量12インチ光ディスクを採用

業界最大のA4版で20万枚を記録できる大容量12イン

チ光ディスクを採用し,省スペースを図るとともに検索

速度の向__Lを図った｡

(3)使い勝手の向上を図る新機能を搭載

(a)原稿サイズ,濃度,原稿位置を判定するスキャナ

(b)OCR(文字認識)機能によるタイトル自動入力

(C)G4ファクシミリ接続による自動送信･自動受信

(d)手順の決まっている定形業務のカタログ化機能

(4)ネットワーク機能を大幅強化

(a)光ディスクワークステーション間相互検索

(b)ネットワーク上で現行モデル(650シリーズ)との

混在接続

(C)業界標準のネットワーク手順(TCP/IP)を支援

表三P三去

大容量】2インチ光ディスクワークステーション｢モデル75H+
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業界最薄･最軽量のパーソナルワードプロセッサ

ノート形ワードプロセッサ"BF-1''は,バックライト

付き液晶ディスプレイと3.5インチFDDを搭載した業

界最善･最軽量構造を実現した｡また,入力ミスを軽減

するモードレス入力方式を採用した｡

パーソナルワードプロセッサ"withme''シリーズに使

いやすさ,小形･軽量化を推進した新機種BF-1を加え

た｡

主な特徴は次のとおりである｡

(1)バックライト付き臼黒液晶ディスプレイ,3.5イン

チFDDおよび10キーを内蔵したワードプロセッサとし

ては,業界最薄29.7mm,最軽量1.8kgを実現した｡

(2)入力ミスを軽減するモードレス入力方式を採用し

た｡

(3)パーソナルDTP(Desk Top Publishing)機能によ

り,イラスト,文章の切りばり処理ができる｡

(4)ゲーム感覚のタイプ練習機能により,キーボード操

作を自分で学習できる｡

(5)明朝体,毛筆体の2文字フォントを標準で搭載し,

特に毛筆体は,拡大文二手がきれいになるアウトラインフ

オントとした｡

(6)都道府県,市町村の関係を体系化し,地名,郵便番

号の辞書ソフトをオプションでサポートした｡

(7)内蔵バッテリーで1時間の編集操作ができ,オプシ

ョンのバッテリーパックにより,さらに2時間操作がで
きる｡

(8)ワードパルシリーズとの文書互換性がある｡

＼よ町′
､■i;ヨ

ヨ+ニヨ

車.

パーソナルワード70ロセッサ"with me Bトl

パーソナルCADを32台まで接続できるLANシステム

パーソナルCAD GMMシリーズのLANを開発した｡最上

位機GMM-1000を相互接続し,図面や部品の一元管理,プロ

ッタ,プリンタの共同利用をする｡

パーソナルCAD GMM-1000/LANシステムは,ハー

ドウェアとして日立CSMA/CDネットワークCDlO5,ネ

ットワークソフトとして円本語MS OS/2LANマネー

ジャVl.0を使用したGMMを32台まで接続できるLAN

システムである｡

GMM-1000/LANシステムの特長は次のとおりである｡

(1)専用サーバが不要

日本語MS OS/2のマルチタスク機能によって専用

のファイルサーバ,プロッタサーバが不要である｡

(2)簡単な操作

図面データの利用(登録･検索･配置)およびプリンタ

出力は従来どおりGMM-1000のコマンドで行うことが

できる｡

(3)図面･部品の集中管≡哩

ファイルサーバ上に図面･部品を集中管理できる｡ま

た,ユーザーIDによって使用者を識別して利用できる図

面･部品を制限できる｡

(4)プロッタの共同利用

GMM¶1000/LANシステム上のすべてのGMMが,プ

ロッタサーバとして使用できる｡

プロッタ出力は,プロッタサーバの名称を指定するだ

けである｡

ファイルサーバ

]悶㍉p設了圭粁50
た石涼詰㌶ふ同軸ア一三言三タ ターミネータ

㌍詫言ぎ)毒蒜去†
(LN〉JlO5T)

同軸コネクタ

(LNWlO5C)

Jl

U
[:==コ ⊂=:コ ⊂=:]

国 国 国
∈彗+∈璽+
ワニク ワニク
ス丁‾ション スアーション

ロロ

[:==コ ⊂:コ

団 匡訝
∈≡乳凸∈≡乳⊃

プロッタ買手三ソヨンス丁-ション

ワニク

フロッタサーバ

GMM-1000/LANシステム〔MicroNet/ET使用(5台以上の機器

構成)の場合〕
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大形･高精細映像システム

大形･高精細ディスプレイを核とする映像システム

は,テレビジョンやハイビジョン映像だけでなく,コンピ

ュータ情報やグラフィックスも鮮明に再現できるため,

監視･制御,会議･研修,広報･宣伝など産業分野に

利用され始めてきている｡

監視･制御用映像システム

監視･制御用映像システムは,大形･高精細ディスプ

レイを表示装置として用い,各種映像機器およびコンピ

ュータからの映像･画像･音声信号を表示するシステム

である｡

用途は,発電･配電系統監視,電話網･道路網･鉄道･

河川･ビル監視,警察の緊急配備･交通管制,防災セン

タ,各種訓練装置の表示など多方面で利用されつつある｡

システムの特徴は,明るい机上照明下でも高画質を再現

でき,異機種のコンピュータを切換表示できること,58

インチから200インチまでの画面サイズを選択できるこ

とである｡

導入の効果は,(1)プラントの改造に伴う表示内容の変

更が容易なこと,(2)同一表示装置で複数の情報源の監視

が可能なこと,(3)全体から部分までの垂加勺監視ができる

こと,(4)異機種のコンピュータの出力を同一画面に表示

できること,(5)多人数の同時監視ができること,(6)監視

盤を説明･展示･宣伝用としても使えることなどである｡

さらに,監視室のハイテクノロジーイメージづく りにも

役だっている｡訓練の分野では,表示盤そのものが訓練

装置であると同時に,教育用の表示盤でもある｡

予叫 ⊆莞詔

東京都庁･防災センタ全景

会議･研修･教育用映像システム

最近のビデオ映像機器とOA機器の普及の結果,会議･

研修分野にも映像やCG(Computer Graphics)が使用さ

れている｡会議･研修･教育用映像システムは,大形･

高精細ディスプレイを表示盤とし,各種映像機器とコン

ピュータを接続したシステムである｡

用途は,企業などの会議室,研修室あるいは学校など

の教育施設である｡システムの特徴は,通常の明るさの

部屋でも鮮明な画像が再現でき,文書･VTR･テレビジ

ョン･スライドなどの映像再生,さらにパーソナルコン

ピュータ･ワークステーションの画像も表示できる点で

ある｡加えて,会議室の音響･照明も一括制御できる｡

導入の効果は,(1)多様な資料･教材が一元的に表示で

きること,(2)明るい机上照明下でも鮮明な画像を表示で

きること,(3)異機種のコンピュータを切換表示ができる

こと,(4)テレビ会議への拡張ができることである｡また,

(5)文書を鮮明に表示しファイルできる高精細書画装置

LC-100を使うと,一人操作で発表が可能である｡

ぎ
ー
田
町
.
｡
]

夢

ノトレ短

いわき明星大学での教育使用状況

広報･宣伝用映像システム

広報･宣伝の分野もビデオ映像やCGの利用が進みつつ

ある｡広報･宣伝用映像システムは,大形･高精細ディ

スプレイを表示盤とし,各種映像機器,コンピュータ,

自動運転装置,企業内ネットワークシステムなどを接続

したものである｡

用途は,店頭やロビーの情報案内,コンコースや待合

室の案内,公共機関の情報案内,展示室などの製品案内

などである｡システムの特徴は,提示する多様な映像情

報源からの信号を簡単に表示し,スケジュール時刻,利

用者および情報提供者の要求で切り換えられることである｡

導入の効果は,(1)動的な大画面表示のため,集客力,

感性に訴えた訴求力が大きいこと,(2)ビデオ映像,CGが

切換表示でき,広報宣伝の内容が多様化できること,(3)

時間的変化のある情報が即時表示可能なこと,(4)企業内

ネットワークシステムと結合し,情報を適宜選択表示で

きること,(5)遠隔操作で同時多地点の情報を制御できる

ことなどである｡

品ここニJ

垂

成田エクスプレスインフォメーションの情報表示
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情報映像機器

情報と映像の融合による新しいマルチメディアシステ

ムを目指し,多機能で,使い勝手と信頼性を大幅に強化

した機器類を開発している｡

El

拒弱

薄形･高精細投写形ディスプレイ

会議室やオフィスの空間を効率よく利用し,多目的に

活用できる｢省スペース+形の高精細ディスプレイが都

市部の公官庁,企業から強く望まれている｡使いやすく,

スリムで電子合議に最適なディスプレイを製品化した｡

設計のポイントは,短投写距離レンズ,短焦点スクリ

ーン,小形･軽量な投写部構造であり,先端光学技術を

外山

結集している｡

(1)70形:奥行き 0.7m

(当社従来比67%)

(2)110形:奥行き1.35m

(当社従来比55%)

(3)水平走査周波数:

15-75kHz

(4)接続できる信号源:

最大20系統

薄形70インチC了0-21川R

(画面写真は,ハメコミ合成です｡)

超高精細(100kHz)投写形ディスプレイ

コンピュータ,ワークステーション信号の超高精細化

に対応し,大画面としては最高の性能を持つディスプレ

イである｡設計のポイントは,高輝度･高コントラスト

光学レンズ,超ファインピッチ(0.72mm)ブラックスト

ライプスクリーン,広帯域大山力映像回路,大容量電子

ビーム偏向回路,オートセットアップ回路などの最先端

光学およびr臼I路技術の結集である｡

(1)水平走査周波数:

100kHz

(2)解像度:1,664×1,248

(当社従来比1.6倍)

(3)コントラスト比:

160:1(当社従来比1.2倍)

(4)明るさ:685cd/m2

(従来表示:200fL)

(当社従来比2倍)

超高精細70インチC70-2020R

Li才プ干′てミミ.■二･∈;∫拝卵才筆呆キャンG閑Tディスプレイ

エンジニアリングワークステーションやパーソナルコ

ンピュータ用など,広い分野での使用にこたえるディス

プレイの新シリーズとして,(1)21形CM2187M,(2)20形

CM2087M,(3)15形CM1584Mを開発した｡

年々要求が高まる高画質をブラウン管と周辺回路の改

良で実現し,よりいっそう見やすくするためのフラット

画面(21形,15形),異なる信号人力に切り換えたときに

それぞれ好みの両面サイズ,画面位置をプリセットでき

るマイクロコンピュータ機能(21形,20形)を特徴として

いる｡

主な仕様は次のとおりである｡

(1)水平周波数:30～78kHz(21形,20形)

30～58kHz(15形)

(2)垂直周波数:50～120Hz(21形,20形)

50～100Hz(15形)

(3)プリセット可能画面:30両面(21形,20形)

CM218了M

(画面写真は,ハメコミ合成です｡)

ノ百＼〆四ジ処理機能付き69-ROMドライブ

CD-ROMは,1枚のディスクに550Mバイトものデー

タを記録して,低価格で大量に作成できることから,地

図,図面,マイクロフィルムなどイメージデータの配布

メディアとしての利用が本格化してきた｡

そこで,通常のCD-ROMドライブに加え,イメージ処

理機能を内蔵してデータの伸張,拡大･縮小や,レーザ

ービームプリンタヘの高速印字が可能なCD-ROMドラ

イブを開発した｡東京都庁の都政情報システム｢とみん

ず+をはじめ,各種ペーパーレスシステムとして活用さ

れている｡

‡

●1-+

イメージROMドライブCDR-5000シリーズ
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交換システム

21世紀の高度情報社会には,電話･ファクシミリ･デ

ータ通信に加え,高速データ通信･高精細テレビジョン

画像伝送･臨場感テレビ会議など,より高度な通信サー

ビスガ必要となる｡これらのサービスを大企業のオフィ

スだけでなく,中小企業や各家庭をも含めて広く提供す

るためには,広帯域ISDN(lntegrated Seト

Vices DigitalNetwo｢k)の構築が必須(す)であ

る｡このような背景から広帯域ISDN実験システムを

開発した｡また,このような通信システムの共通のエン

ジンとして,高性能･高信頼性を持つプロセッサを開発

した｡

さらに,海外の広大な農村部や中小都市向けに,エ事

ガ簡単で無人保守ができる小形･可搬形D70Hディジタ

ル交換機の開発を行った｡

大容量ATMスイッチ採用の広帯域ISDNシステム

広帯域ISDNでは,ATM(Asynchronous Transfer

Mode)と呼ばれる通信方式が使われ,すべての情報をセ

ルと呼ぶ固定長のパケットに変換して取り扱う｡この結

果,1種類の交換機,伝送装置で速度が毎秒64kビットか

ら600Mビットと4けたも違う幅広い通信を扱える｡

貞i

ト【

国

広帯域ISDNアプリケーションシステム

今回,ATMスイッチLSIや国際標準に準拠Lた伝送用

LSIなどを開発し,広帯域ISDNの実験システムを構築し

た｡主な特長は次のとおりである｡

(1)大容量ATMスイッチ

独立分散アーキテクチャを採用し,小局から人局まで

柔軟に拡張できる方式の確認を行った｡

交換機の中心となるATMスイッチには,LSIで高集積

化を図った1ボードスイッチを用いている｡LSIには,低

電力の0.8l⊥m CMOSを用い,1ボードで5Gビット/sの

高スループットを実現した｡セルバッファを出回線間で

共用する共通バッファ形メモリスイッチ方式を採用し,

メモリ量を大幅に削減したため,個別バッファ方式に比

べ約4倍の回線容量を持っている｡また,優先制御回路

44

も内蔵Lており,紛失,遅延それぞれ2クラスの制御が

できる｡

ATMスイッチボード

(2)標準OS(CTRON-OS)

制御プロセッサには,通信用の新OSとしてCTRON弊)

インタフェース仕様に準拠したOSを搭載した｡これによ

り,アプリケーションソフトウェアのポータビリティ向

上が期待できる｡

(3)ATM加入者線伝送装置

終端形(156M,622M)および分散形の3種の加入者線

伝送装置を開発した｡分散形では,多重化機能を分散す

ることによって規模拡張を容易にした｡すなわち,加入

者宅内では,HDTV端末やマルチメディア端末をシリア

ルに接続し,複数の端末の情報を多重化した後,1本の

光ファイバを介して交換機に送ることができる｡

(4)回線対応部の小形化

高速同期ディジタル伝送フレームの生成･終端用LSI,

高速セルバッファを内蔵したセル同期LSI,および

IEEE802.6(MAN:MetropolitanAreaNetwork)標準

に適合したアクセス制御LSIの3種を開発し,回線対応

部の小形化を図った｡

(5)既存端末接続

現在商用サービス中のISDNや,最もポピュラーな

LANであるIEEE802.3準拠ネットワーク上の情報を

ATMセルに変換して転送できるアダプタを備えてお

り,初期ニーズとして必要な高速データ通信ができる｡

(6)HDTV CODEC

二次元維散コサイン変換による高効率符号化方式によ

り,HDTV信号を130Mビット/sに圧縮し,さらに誤り訂

正符号化したあとATMセル化する｡これにより,高精細

動画像通信ができる｡

(7)音声･データ･画像複合端末

自然動画テレビジョン電話やデータ通信ができる複合

端末の応用例として,遠隔診療,分散地でのソフトウェ

ア共同開発などを可能とするテレワーキングシステムを

開発した｡



通信システム用高性能プロセッサ

情報通信装置の共通エンジンとして,通信システム用

プロセッサの開発を行った｡このプロセッサは,今後開発

される日本電信電話株式会社向け情報通信装置の共通的

なメインプロセッサとして使用し,高性能･高信頼性な

システムを提供していく｡主な特徴は次のとおりである｡

(1)汎(はん)用マイクロコンピュータ(Gmicro300)搭載

プログラム制御,データ演算などの汎用機能は,処理

能力の向上と低価格化が進んでいる汎用マイクロコンピ

ュータで実現した｡これにより,コストパフォーマンス

を大幅に向上させた｡

(2)標準OS(CTRON)採用

アプリケーションソフトとのインタフェースを,リア

ルタイム性に優れたOSであるCTRONで統一し,ポータ

ビリティの向上を図った｡

(3)高信頼化

情報通信装置に必須(す)となる高信頼性(フォールト

トレラント機能)を得るため,プロセッサ全体を完全二重

化するとともに,ハードウェアによって主メモリの両系

書き込みを実現した｡運用系に障害が発生しても,瞬時

に待機系へ切り換え,処理の継続が行える｡

1系

0系

主メモリ メモリ交差

CPU

ボード メモリバス

バス交差

システムバス(TOXBUS)

ファイル

制 御

SCSl

フロッピー

ディスク
ハード
ディスク

光磁気

ディスク

通信系l/0

制 御

}

No.7･×.25

イーサネット凝)

+APDなど

コンソール

インタ

フェース

コンソール

涼)イーサネットは,米国×EROX社の登寺責商標である｡

通信システム用プロセッサの構成

2,000回線の高密度実装を実現した
海外向け小形可搬形ディジタル交換機

広大な農村部と中小都市を数多く持つ海外諸国では,

工事が簡単で保守性に優れた小容量のディジタル交換機

が求められている｡

そこで,3m長の海上輸送用コンテナにD70Hディジタ

ル交換機本体,MDF(主配線盤),整流装置,蓄電池,空調

装置など2,0001切線の電話交換局に必要な全設備を搭載

し,局舎建設が不要で電話回線を引き込めば直ちに開局で

きる海外lら=ナ小形可搬形ディジタル交換機を開発し7ご｡

主な特徴は次のとおりである｡

(1)′ト形･高密度実装

コンパクトな3mコンテナで,最大2,000回線の高密度

実装を実現したので,設置スペースが小さく,農村部か

ら中小都市部まで幅広く適用できる｡

(2)保守性の向上

(a)保守センタからの遠隔制御による無人保守が可能

で省力化が図れる｡

(b)コンテナ外壁のドアを開いてアクセスできる

MDF構造の採用で,凹線収容替えなどは狭いコンテナ

内に入らずに作業ができるため,運用保守性に優れる｡

(3)現地工事の簡略化

(a)工場での完全なシステム試験と蓄電池,空調装置も

含めた完全一体化輸送で,現地組立･試験が簡単である｡

(b)電話回線ケーブルの付操作業は外部アクセス

MDFのため作業性が良く,工事期間が短い｡

(4)輸送の容易化

コンテナはISO規格に準じた海上輸送用アルミニウム

製コンテナで軽く,海陸での輸送が容易であり,また非

常用としてヘリコプター輸送も可能である｡

(5)耐環境性の強化

(a)新冷却方式の採用により,停電時でも外気温度-

20～＋450cの厳しい環境に耐えられ,熱帯地方から寒

冷地方まで広範囲に通用できる｡

(b)LSI化,低消費電力加入者回路などの省電力設計

に加え,大容量シール鉛蓄電池の採用で,停電時も長

時間動作を継続できる｡

鍔
≡≡

圭こ

号】

章一
一一:ニ蒜咽四二

g

喜≡萎
.壬≡妄≡三≡=三【妄`三=≒言

稚準

≡襲≡三≡±=

三==ニ｢士:===

海外向け小形可搬形D70Hディジタル交換機

〔寸法:幅2′438×奥行き2′991×高さ2′59=mm)〕

※)Cl､RON:Communication and CentralTRONの略称であ

る.｡また,TRONは,The RealTime OperatiIlg System

Nucleusの略称である｡
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公衆通信用伝送システム

高度情報化社会のインフラストラクチャとなる公衆通

信網は,｢光伝送システム+の導入によって高速･高帯

域化が進められている｡これに対応するため,中継伝送

系では多様化する情報速度への対応と,保守運用を含

めた伝送路網の経済化が図れるディジタル基幹伝送シ

ステムを開発した｡加入者線伝送系では,現在各国で活

発に研究開発ガ行われているATM方式を採用し,

LAN間の高遠･広帯域接続を可能とする伝送システ

ム,比較的小規模の加入者網に経済的に対応できる宅

内終端装置を開発した｡

新の伝達銘網

〆盃J､汐ダ脂基善幸億
ディジタル伝送網構築の中核となる基幹伝送装置を開

発した｡伝送装置の基本機能である｢高速多重化+,｢ク

ロスコネクト(回線編集)+を,それぞれ機能モジュール

として独立に装置化したものである｡1989年から口本電

信電話株式ノ会社に継続納入している終端機能装置と組み

合わせることによって,世界統一同期ディジタル多重化

構造(SDH:Synchronous DigitalHierarchy)※)インタ

フェースに合致した最新のディジタル伝送路綱を構成す

ることができる｡

高速多重化装置

SDH信号(50Mビット/s,150Mビット/s)の多重化･

高速光伝送を行うもので,大容量･長距離伝送路網を経

済的に構成するための装置である｡600Mビット/s伝送

用,2.4Gビット/s伝送用各システムの高速･多重化部に

はGaAs LSI,信号処理部に

は大規模CMOS LSIを採用

することにより,従来の高速

伝送では困難とされた自然空

冷化を達成している｡

州州‖ llllllllllllll州

2.4Gビット/s高速多重化装置
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クロスコネクト装置

伝送路の使用効率を高めるために,複数伝送路間のパ

ス(回線束)の収束･分離･詰め替え(クロスコネクト機能)

を行うもので,保守運用を含めた伝送ノードの経済化･

高機能化のlトL､的役割を担う装置である｡装置の高機

能･大容量化をねらいとして開発した専用時分割スイッ

チVLSIにより,19万チャネル収容(当社従来装置比2倍

収容,設置面積‡),多元(複数速度)パスの自在設定を実
現しており,使いやすい装置構成となっている｡

ゞ喜一

多元クロスコネクトスイッチVLSl

≡‾鴇､幸 テくタ竜

こ･州･1._〉者轟擾遠忌プ′･

⊂=コマ
さ

｢F溢.

大容量,マルチメディアに対応した広帯域ISDN用の

光加入者系伝送システムを開発した｡

このシステムは,多種多様なサービス(すなわち,

HDTV内像サービス,高速データ転送によるLAN間接

統など)を実現するために広帯域ISDNに用いるATM

スロット
発生部

アクセス

ユニット

lSDN

アダフ0タ

アクセス

ユニット

既存端末
インタフェース

アクセス

ユニット

光
インタフェース

加入者
インタフェース

加入者線伝送路

虚.紺『

CCITT

l.430

電話

蔭
アクシミリ

光インタフェース×2

アクセス

ユニット

lSDN

アダプタ

CCITT

1.430

礫

LANなど
広帯域ISDN

UNl

広帯域ATM交換機

注:巳一NT(Broadband Network Terr¶lnat10∩)
UNl(User Networklnterface)

(a)集中形加入者線終端装置

光インタフェース×2

アクセス

ユニット

厨･肘『

因固
圏

テ
レ
ビ
会
議

光
インタフェース

加入者繰伝送路

厨一柑『

広帯矧SDN
UNl

注:D-NT(Distributed Network Terr¶ina110∩)

(b)分散形加入者緑綬端装置

広帯域ISDN加入者系終端装置の構成
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(Asynchronous Transfer Mode)方式を採用し,MAN

(Metropolitan Area Network:LANの高速広域相互

接続)を構築できる｡このための基本技術として,綱間接

続,ATM伝送,アクセス制御技術,国際標準準拠の150

Mビット/s,620Mビット/s大容量光ファイバ伝送技術

を開発し,広帯域ISDNによる国際標準LAN間の相互接

続を実現した｡

加入者系終端装置

加入者系終端装置として,サービスに対応して次の2

タイプを開発した｡

(1)集中形加入者線終端装置:端末および構内網に対す

る複数のインタフェースを持つ集中形

(2)分散形加入者線終端装置:単一の端末･構内綱イン

タフェースを持ち,他の加入者繰終端装置と接続する分

散形

}†'
⊇㌢;

彪

き芸空

分散形加入者線終端装置

この装置には,新規開発した2品種の伝送用LSI(SDH

終端LSI,セル同期LSI)と多重化用LSI(アクセス制御

LSI)を用いており,さらに小形光伝送モジュールを開発

し,装置の小形･低消費電力化を達成した｡

ヨ宗旨;億三

郊･弔電

･Jヱ÷い】

この装置は,音声専用線サービスおよび高速ディジタ

ル専用線サービス(64kビット/s)を提供し,屋外に設置

されるもので,関西電力株式会社および大阪メディアポ

ート株式会社の指導を受けて製品化した｡
通信局舎から遠隔に位置する少数のユーザーに専用線

サービスを提供する場合には,新たに通信局合を建設す

る必要がある｡しかし,この装置を設置することによっ

てコストの低減が可能となる｡

この装置の特徴は次のとおりである｡

(1)無空調タイプ筐(きょう)体で,屋外設置が可能であ

る｡〔外形寸法:幅0.8×奥行き0.8×高さ1.3(m)〕

(2)光インタフェース(2Mビット/s)により,最大30

kmの伝送が可能である｡

(3)音声専用線(最大30回線)または高速ディジタル専用

線(15匝1線)を収容できる｡

(4)蓄電池により,停電時間5時間をバックアップする｡

】
r
L

轡

屋外用宅内終端装置

油
甜
町

※)SDH:1988年CCITT個l祭電信電話諮問委員会)から勧告さ

れた新しい同期ディジタル多重化構造および伝送速度であ

り,これまで3系統(日本,北米,欧州)あったディジタルイン

タフェースが統一された｡
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企業内での通信システム

高度情報社会の企業経営で,情報通信システムはま

すますその重要性を高め,企業の盛衰を左右する経営

戦略の中心的位置を占めている｡日立製作所は,企業

情報ネットワークを構築する製品群をPJANET

(Platform for Adv∈lnCed Netwo｢k)のコン

セプトのもとに開発し提供しているが,近年さらに通信

のマルチメディア化とパーソナル化への対応が求めら

れている｡これにこたえるシステムとして,国際標準準拠

で最大伝送速度2Mピット/Sまでサポート可能なテレ

ビジョン感覚の情報メディアであるテレビ会議システ

ム,業務に適合した新たなテレフォンサービスを提供で

きるオータエントリ機能付きの音声メールシステム,ポ

ケットサイズで持ち運び自由でしかも秘話や液晶表示

などの機能を持つ事業所用コードレス電話システムを

開発した｡

国際標準に準拠したテレビ会議システム

1990年12月,CCITT(国際電信電話諮問委員合)および

TTC(電信電話技術委員合)でテレビ合議システムの国

際標準･国内標準がそれぞれ正式勧告された｡これに対

応して国際標準に準拠した新しいテレビ会議システム

HITVISUAL1500を開発した｡

テレビ合議システムは,離れた会議室相互間を通信回

線で結び,映像･音声を伝送し,テレビジョン画面に映

った相手の状況や資料を見ながら合議を行うためのシス

テムである｡

主な特徴は次のとおりである｡

(1)設置場所を選ばないニューオフィス対応タイプ

新たに専用の会議室を設けなくてもフロア設置が可能

で,OAボードを使ったソフトなデザインは,オフィスに

もしっく りなじむ｡搬入したその日からすぐ使え,会議

に使用しないときは一般のテレビジョンとしても利用で

きる｡

ニ

＼+-エンミニ⊥J一二/
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享＼

■

HITVISUALほ00(タイプⅠ)を用いたテレビ会議風景

4S

(2)国際標準に準拠

国際標準に準拠しているため,安心して将来の拡張に

対応できる｡

(3)伝送速度は56kビット/sから2Mビット/sまでフル

サポート

会議の目的に応じて伝送速度を自由に変えられる｡

(4)2タイプの機種ぞろえ

会議の規模に合わせて,1～3人用のタイプⅠ,4人

以上用のタイプⅡと,二つのタイプを用意した｡また,

導入後のシステム拡張も可能である｡

(5)高度なネットワーク性

次の3種類のネットワークに接続が可能である｡

(a)INSネット64/1500

(b)高速ディジタル専用線

(c)ディジタルPBX

中容量形の音声メールシステム

近年,コンピュータシステムは,すでにオフィスの省

力化としてのツールからSIS(戦略情報システム)の応用

へと移りつつある｡このSISの構築を強力にバックアッ

プするシステムとして,プッシュホンを端末とし,音声

情報とPB(プッシュボタン)信号による数値および記号

(*,♯)入力を総合的に扱う中容量形音声メールシステ

ム"HIMAIL70V”を開発した｡

HIMAIL70Vは,従来の音声応答システムと音声メー

ルシステムの長所を取り入れており,通信販売の予約シ

ステムや相談窓口など,受付システムとしても利用でき

る｡

例えば,通信販売の予約システムで,新規会員登録時

は住所･氏名を音声で録音し,注文予約時は商品コード

や数量をPB信号で人力し,音声で録音された情報やPB

信号で入力された情報により,注文受付を行う｡また,

質問がある場合はメッセージを残しておき,後日,その

回答を音声メールシステムの｢回答BOX+から取り出す

など,電話機を利用している顧客に対してきめ細かなサ

ービスが提供できる｡

主な特長は次のとおりで

ある｡

(1)業務に沿ったアプリケ

ーション開発が容易

アプリケーション付加機

能を搭載した｡

音声メールシステム川MA】L70V

J】[コ



(2)新たなテレフォンサービスの提供

お客様相談･苦情窓口,オーダーエントリ,予約受付,

情報案内など,豊富なサービスを提供できる｡

(3)自動通話録音機能をサポート

メールアダプタとの組み合わせにより,電話機のフッ

クを上げるだけで簡単に伝言を残すことができる｡

(4)リモートメンテナンス標準装備

メンテナンスのオンライン化で,24時間体制の保守サ

ービスができる｡

(5)最大44時間の音声蓄積ができる｡

事業所用コードレス電話システム

ポケットにはいるサイズでありながら,秘話機能,液

晶表ホなど多彩な機能を持つ端末を中心とLて,事業所

用コードレス電話システムの開発を行った｡

このシステムは′ト電力無線(川ノJlOmW)を片=､た事

業所用コードレスシステムであり,日立製作所のPBXで

あるCXシリーズの無線サービスエリアなら,どこからで

も発信,着信ができるという特長を持つ｡

一般家庭用コードレス電話では,親機と子機の関係が

1対1の同定を基本にしているのに対して,事業所用コ

ードレス電話は子機の携帯形端末の移動に応じて,通信
相手の親機が一切り換えられる機能を待つため,通信場所

の制約を緩和するという無線通信の特長を最人限に活用

できる｡

さらに,無線端末の使用環境,使い勝手に関するニー

ズが多様化してきている点や,無線区間での通信機密保

持の社会的要求を反映した事業所用コードレス電話シス

テム(製品名:パーソナルコミュニケーションシステム)

を開発した｡

主な機能と特長は次のとおりである｡

(1)小形･軽量化

端末の機能向上を図りながら,業界最小の280g,220

ccの携帯形端末を実現した｡
接続装置
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ディジタルPBX

CX2000/5000
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(2)秘話機能

近年,コードレス電話,自動車電話などの無線電話シ

ステムでの通信機密保持が社会問題になっており,郵政

省から早急に対策を行うよう勧告が出されている｡この

勧告にいち早く対応し,業界で初めて無線区間の音声信

号にスクランブルをかけ,盗聴を困難にする秘話機能を

搭載した｡

(3)防水構造

端末の小形化,用途の多様化に応じて屋外での使用も

考慮し,防水構造(JIS保護等級4,防沫形)とした｡

(4)液晶表示

ダイヤルモニタ,相手番号表示,電界強度表示など必

要なデータを端末の液晶ディスプレイに表示できるよう

にした｡また夜間での使用も考慮し,バックライト機能

も付けた｡

(5)自動追跡機能

歩行中の通話の際にも,電界強度が弱くなると自動的

に通話品質の良い親機に切り換えて,通話を継続する自

動追跡機能を追加した｡

(6)振動着信機能

呼出し音なしに,やさしい振動で着信を知らせること

によって,会議などの静かな場所での使用にきわめて便

利である｡

(7)マガジンタイプのバッテリー

装着,取り外しをワンタッチで行えるマガジンタイプ

のバッテリーを採用しているため,電池ぎれにすばやく

対応できる｡

発売開始以来,従業員間の連絡用としてホテル,デパ

ート,建設現場,構内を巡回する守衛の連結手段などさ

まざまなユーザーに納入し好評を得ている｡

また,大学,ゴルフ場,

イベント会場など広い敷地

を持つユーザーからも連結

用として引き合いがある｡

携帯電話機

移動自由

パーソナルコミュニケーションシステム構成例 携帯形端末
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情報通信端末

オフィス環境での通信システムの高機能化･利便化は

ますます重要となり,いつでも,どこでも,だれとでも,

世界的な広がりの中で必要な情報を通信できるネット

ワークや端末が要求されている｡そこで,今後需要が拡

大する普通紙ファクシミリの幅広い=-ズに対応するた

め,ビジネスユtスには高画質,高速度のHF52を,小

規模オフィスユースやホームユースには,コピー機能を

重視したHl一丁WINを開発した｡また,オールインワン

カラー動画テレビ電話HV-100は,画像コーデックをは

じめ各種制御部のLSl化により,本体にすべての基板

を実装し,省スペースを実現した｡国際標準,国内標準

に準拠し,他社機との相互接続,国際間での接続も可能

である｡

コピー機能を重視したパーソナルファクシミリ

小規模オフィスや商店,さらには家庭向けのパーソナ

ルファクシミリ として,コピー機能を重視したHト

TWIN(HF3A)を開発した｡このHトTWINは,高級機

の機能をパーソナル機で実現することを目標に開発し,

斬(ざん)新なスタイルにより,通商産業省からグッドデ

ザイン商品に選定されるなど,好評を得ている製品であ

る｡

主な特徴は次のとおりである｡

(1)ブック読み取り方式

今までのファクシミリは原稿を1枚ずつ自動的に給紙

する方式であり,本をそのまま読み取ってコピーしたり,

ファクシミリとして送ることはできなかった｡そこでHト

TWINでは,本をそのまま読み取ってコピーとファクシ

ミリ送信ができるように,読み取り部にフラットベッド

スタイルによる原稿読み取り方式(ブック読み取り方式)

を採用した｡このブック読み取り方式により,本のほか

■■_(二

HトTWIN"HF3A”
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にも,厚子の資料,小形の名刺,複数枚つづりのイム票な

どをコピーしたりファクシミリで送ることができる｡

(2)A4カット普通紙記録

パーソナルファクシミリで主に使われている感熱記録

紙は,経年変化が激しいことや鉛筆ではうまく書き込め

ないこと,特にロール紙では記録済みの紙が丸まるとい

う問題がある｡したがって,感熱記録のファクシミリで

は,コピー機能を持っていても,その機能を十分に牛か

すことができなかった｡このため,普通紙記録のファク

シミリが続々と登場してきており,今後のファクシミリ

の-i三流になろうとしている｡しかし,現在ではレーザ記

録方式を採糊した高級機種が小心で,使用頻丁重の高いオ

フィス向けの段階である｡そこで,HトTWINではパーソ

ナルドりけに,感熱ヘッドと溶融形のインクフイルムを用

いた熱車云写方式による,A4カット普通紙を使用できる

普及形の普通紙記録機を実現した｡

(3)ウイングレスデザイン

送信済みの憤稿を受けるための原稿トレーや,記録紙

川の給紙トレーが横にはみ出している形状は,大きな設

置スペースを必要とする｡パーソナルユースでは,ファ

クシミリの設置スペースに対する制約が大きい｡そこで,

HトTWINでは,あらゆる突起を排除しようとのコンセ

プトをベースに,ウイングレスのすっきりしたシンプル

なデザインとした｡

このウイングレスデザイン実現のために,感熱ヘッド,

ヘッドローラ,インクフイルムなどから成る普通紙記録

部を装置の左端に配置し,記録済みの普通紙を180度Uタ

ーンさせて給紙トレーの上に堆(たい)横させ,装置内部

に完乍に収納させる構造としている｡

(4)日勤給紙機能付きHトTWIN

ファクシミリを使う頻度が多く,憤稿の自重舶台紙機能

を必一変とする小規模オフィスや商店別に,ブック読み取

りに加えて,自動給紙機能付きのⅠⅠト1､wIN(HF4

ADF)も発売している｡
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普通紙(カット紙)レーザ記録方式の
多機能ファクシミリ

国際標準｢6秒電送+を搭載した普通紙(カット紙)レ

ーザ記録方式の多機能ファクシミリ"HIFAX52”シリー
ズを開発した｡

ファクシミリの普及が進み,ビジネス用では普通紙への

ニーズはますます高まっている｡HIFAX52シリーズは,

高速電送･大量給紙などを実現することによって,従来

機種であるHIFAX50をさらに高機能化したものである｡

HIFAX52のラインアップは,HIFAX52MIS(一段給

紙,0.25Mバイトメモリ),HIFAX52MIW(二段給紙,

0.25Mバイトメモリ),HIFAX52M2W(二段給紙,1M

バイトメモリ)の3機種である｡

主な特長は次のとおりである｡

(1)CCITT(国際電信電話諮問委員合)準拠のECM(G

3誤り訂正機能)M2R符号化方式を用い,14.4kビット/s

モデムを介して高速6秒電送を実現した｡

同一機能を持っていればメーカー･機種を問わず6秒

電送ができる｡

(2).L下2段のカセットには各250枚/計500枚の記録紙

がセット可能である｡

また,上‾FそれぞれにA4･A5･B4･B5の中から

任意の用紙をセット可能で,受信時相手憤稿に介わせて

最適なサイズを自動選択する｡

(3)HIFAX52M2Wを中継拠点として,最大100か所へ

の中継同報が‾吋能である｡

号.叫ノ仁
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卓上オールインワンタイプの

カラー動画テレビ電話

什界最小サイズ(185mmX168mmX2枚,A4サイズ

恭板1枚に相当)の画像コーデックによって,すべての機

能を一体化して机上に置ける卓.トオールインワンタイプ

のカラー動向テレビ電話"HV-100”を開発した｡

ISDN綱の普及が本格化してきた現在,画像通信を活

用して遠隔事業所,サテライトオフィス聞での合議やビ

ジネスミーティングなどを実現するテレビ会議,テレビ

ジョン電話システムが大きく注目されつつある｡

この電話機は,INSネット64を利用し,CCITTによる国

際標準,およびTTC(電信電話技術委員会)による国内標

準に準拠した画像符号化,およびAV通信制御機能を採用

している｡これにより,音声,画像,データのマルチメディ

ア通信と国内他社や国際間での相二斥接続を可能とした｡

由像コーデックは,CCITTの国際標準およびTTCの

国Ⅰ勺標準に準拠しており,64～128kビット/sで画像通信

ができる｡

従来のコーデックは十数枚のボードで構成されてお

り,小形サイドキャビネット並みの大きさであったが,

今回,映像処理,画像符号化,画像複合化の3種のLSI開

亨芭とDSP(ディジタル信号処理プロセッサ)を用いた新

しいアーキテクチャの確立により,A4サイズ基根1枚

椰当と仙界最′トサイズの小形化を実現した｡

音声,画像,データのマルチメディア信号を多重化電

送するLSIを開発することにより,電話制御･通信制御

部についても1ボード化を実現した｡

画像表示部には5インチカラーTFT液晶ディスプレ

イを,高感度カメラでは自動アイリスなどの機能を持つ

小形テレビジョンカメラを開発することにより,多様な

使用環境での高画質な映像を再現した｡
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2.4Gビット/s光送受信サブシステム

高度情報化社会の構築に不可欠な高遠･大容量伝送用光モ

ジュールを開発した｡国際標準に準拠しており,伝送速度2.4G

ピット/sで40km以上の伝送が可能である｡

1990年のCCITT(国際電信電話諮問委員会)勧告で,

150Mビット/s,600Mビット/sおよび2.4Gビット/sの

標準伝送速度が決定された｡この製品は最高の伝送速度

2.4Gビット/sで動作する光伝送モジュールである｡発受

光素子,高速動作GaAsIC,表面弾性波フィルタを開発

し,モジュールの小形化,経済化を行った｡

2.4Gビット/s光送信モジュール

光送信モジュールは2.4Gビット/sの電気信号を光信

号に変換し,光ファイバに送出する機能を持つ｡高速･

長距離伝送を実現するために,発光素子としてDFB LD

(分布帰還形レーザダイオード),LDの駆動回路として

0.8ドmプロセスのGaAsICを用いている｡LDの動特性

を安定化するため,光ファイバからの反射戻り光を遮断

する光アイソレータ,送信出力をモニタするホトダイオ

ード,またLDの発振スペクトル安定化のための温度制御

用サーミスタ,ペルチェ素子をLDと同一のパッケージに

実装している｡これに自動光出力制御回路,自動温度制

御回路を加え光送信モジュールを構成している｡

2.4Gビット/s光受信モジュール

光受信モジュールは2.4Gビット/sの光信号を電気信

号に変換し,データ信号とクロック信号を出力する機能

を持つ｡

i犬†Lj-しシ.-¶ル

受信モジュール
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図l 光送受信モジュール
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受光素子として内部増倍機能のあるAPD(アバランシ

ュホトダイオード),高速信号回路には,AGC増幅,識別

再生などの6品種の0.8トLm GaAsICを用いている｡タ

イミング抽出には表面弾性波フィルタを用いた｡

光信号入力部は寄生の容量,インダクタンスを低減し

て高感度化を図るため,APDと前置増幅用GaAsICを一

体化し,気密パッケージに収納した｡前置増幅ICを除く

他の高速軌作GaAsICは,専用の広帯域パッケージに実

装し波形劣化を低減している｡また,多段中継が可能と

なるように,表面弾性波フィルタによってクロックのジ

ツタを抑圧している｡さらに,APDに印加するバイアス

電圧と,タイミング位相を制御する位相回路に温度補償

特性を付与して,受信感度の温度劣化を制御した｡

モジュール特性

送受信モジュールの外観を図lに,送受信モジュール

に組み込む部品の例(半導体レーザモジュール,GaAs

IC)を図2に示す｡送受信モジュールとも高速電気信号

の入出力には同軸コネクタを用い,周辺回路との接続を

容易にしている｡給電などのための入出力は,モジュー

ル裏面にピンを設けて行うこととし,プリント基板への

実装を簡易化した｡

送信の光波長は1.3=▲m,光出力はOdBm以上,サイド

モード除去比は30dB以上の単一スペクトル性を保証し

ている｡受信モジュールの最小受信感度は-30dBm以下

でCCITT標準を満たし,光送信モジュールと組み合わせ

て中継間隔40km以上の伝送ができる｡

G∂A s IC

図2 半導体LDM(レーザダイオードモジュール)とGaAsIC
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毎日新聞社納め,高信頼,高効率の新聞紙面伝送システム

衛星通信の特長である同報性を利用した新聞紙面伝

送システムを毎日新聞社と共同開発し,1991年6月か

ら稼動を開始した｡

1989年に民間通信衛星が打ち上げられて以来,衛星通

信を利用して企業内ネットワークの構築が進められてお

り,特に同報性の強い用途で経済効果を発揮している｡

ネットワーク形態としては,センタにアンテナ直径4～

5mクラスの大形地球局,端末側に直径1～2mクラス

の超小形地球局を配したスター状ネットワークで構戌す

る場合が多い｡

本システムでは,このスター状ネットワークを利用し

て,全凶に分散している印刷【丁場へ新聞紙面データを向

報送信するとともに,各拠点から受信応答をとる応答確

認付き向報伝送システムを実現している｡

1.紙面伝送システム導入の背景

毎R新聞社では,従来本社と各印刷工場間を北方向,

西方面ごとに地上ディジタル担1線を用いてマルチドロッ

プ接続させた紙面伝送ネットワークを構築していた｡

しかし,印刷■1二場が増加し,さらに地方別,県別の個

別送信が増えるに従って,ネットワーク運用の利便性,

信頼性,経済性などが課題となってきた｡

これらの問題を解決するため,今回の印刷工場へあて

先指定による個別送信が可能であり,自然災害を受けに

くく,また1L叫線で全匡卜同報伝送できる経済性を備え

た衛星通信を併行導入することにした｡

その結果,本システムの導入により,

(1)回線構成を簡単に変更できるため,l口1線の利用効率

が向上し,地方での紙面の発行が早くなった｡

(2)印刷工場増設時のネットワーク拡張が容易となった｡

(3)地上系との2ルート化により,ネットワークの高信

頼化ができた｡

晦日ヲ叫静
一ヽ

直径5.6mのセンタ地球局

(4)全国への同報体制が確立された｡

などの成果を上げ,毎日新聞社が新聞協会賞を受賞した｡

2.紙面伝送システムの概要

今回のシステムは,紙面の編集･製作部門である什橋,

越中島と,日_!1二大森の3か所に設置された舟径5.6mセ

ンタ地球局から送信L,通信衛星を経由して,全国12か

所の印刷工場に設置された直径1.8m超小形地球局で受

信する構成となっている｡将来,大阪にもセンタ局が増

設予定になっている｡

竹橋で編集された紙面データは,一部地上IuI線によっ

て日立大森局経由で伝送され.るため,通常は11◆橋端から

との2チャネルで衛星へ送信できるように構成されてい

る｡非常時には両局は相互のバックアップとしての機能

も兼ねており,地上系との2ルート化に加え,さらにネ

ットワークの信頼性を高めている｡

衛星回線は,紙面データ伝送用として192kビット/sを

3チャネル(最終4チャネル),また印刷_t場からの受信

応答用として64kビット/sの時分割多元接続(TDMA)

回線を1チャネル使用している｡これらの回線はJCSAT-

1のlほ二契約トランスポンダの一部分を利用しており,

前述のR東大森局とともに,日東製作所が衛星第2種事業

のサービスとして毎日新聞社に提供しているものである｡

このシステムの主な特長は次のとおりである｡

(1)高度な制御を必要とする複数センタ地球局を庁卜､た

[l本初のネットワークを実現している｡

(2)地球局の送信機には4Wのl司体増幅器を使用して

いるため,信頼性が高い｡

(3)受信応答回線は時分割多元接続方式を採用してお

り,了志秒単位で各揃力言タイムシュアして伝送できる高
効率な伝送方式である｡

(4)東京本社局からは他のHUBの遠隔操作,VSATの受

信チャネル指定･地上担_J線との切換などのネットワーク

の一元管理･制御ができる｡

＼

＼

直径】.8mの超小形地球局

蕗日朗/ノJノ

53

情
報




